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　安心して子育てができる環境づくりに向け、情報交換や悩み相談、交流
などの機会をつくるため、子育て支援拠点「にこにこ広場」を開設しました。 
同広場は子育て支援を行う「子育て応援団レインボー」の皆さんと、鳴門セ
ンター街さん・キョーエイ鳴門駅前店さんの協力で実現しました。

「にこにこ広場」
【と こ ろ】　キョーエイ鳴門駅前店４階（撫養町小桑島）
【と　　き】　月～金の午前10時～午後３時（祝日、年末年始は休み）
【対象児童】　市内在住で生後２カ月～おおむね３歳未満の幼児と保護者
問　 NPO法人 子育て応援団レインボー　☎678･7784

みんなで育児を楽しく!
地域子育て支援拠点（にこにこ広場）オープン
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市
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
８
年
間
、

「
第
五
次
鳴
門
市
総
合
計
画
」に
基
づ
い
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。近
年
、

本
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
、
地
球

規
模
の
環
境
問
題
の
深
刻
化
、
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
の
推
進
、
東
日
本
大
震

災
を
契
機
と
す
る
防
災
・
減
災
対
策
の
必

要
性
の
高
ま
り
な
ど
、
状
況
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
第
五
次
総
合
計
画
の
目

標
年
度
で
あ
る
平
成
23
年
度
を
迎
え
、
ま

ち
づ
く
り
の
憲
法
と
い
わ
れ
る「
鳴
門
市

自
治
基
本
条
例
」の
施
行
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
本
市
の

多
様
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
資
源
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
実
効
的
か
つ
戦
略
的
に
推
進
す
る
た

め
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
10
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る「
第
六
次
鳴
門
市
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

●
総
合
計
画
と
は

　
こ
れ
か
ら
の
鳴
門
市
を
ど
の
よ
う
な
ま
ち

に
し
て
い
き
た
い
の
か
を
示
し
た
計
画
で
、

総
合
的
、
体
系
的
か
つ
計
画
的
な
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
と
な
る
も
の
で
、
次

の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

●総合計画の構成と期間

市の目指すべき将来都市像や基本目標を示し、今後10年のまちづくりの方向
性を示すものです。＜期間＞平成24年度～33年度　
基本構想で定めた目標や施策の方向性に基づき、その実現に向けて必要とな
る成長戦略や個別施策を分野別に体系化したものです。
＜期間＞前期　平成24年度～28年度　後期　平成29年度～33年度
基本計画に掲げる施策の計画的・効率的な事業の進捗を図るため、財政状況
や優先順位に基づき、主要な事業の年次計画や事業量を示したものです。
＜期間＞3年　毎年度見直しを行います

基本構想

基本計画

実施計画

●
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
計
画
に
反
映

　
本
計
画
の
策
定
時
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
把
握
し
、
計
画
に
反
映
す

る
た
め
、
平
成
23
年
１
月
に
市
内
在
住
の

18
歳
以
上
の
男
女
３
千
人
を
対
象
に
、
市

の
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
関
す
る
満
足
度
や

重
要
度
、
ま
た
市
の
将
来
に
望
む
姿
な

ど
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
出
前
市
長
室
、

高
校
生
と
の
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
や
各
種

団
体
と
市
長
と
の
懇
談
会
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お

伺
い
す
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
の
代
表

者
や
公
募
委
員
な
ど
で
構
成
し
た
総
合
計

画
審
議
会
に
お
い
て
、

熱
心
に
ご
審
議
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
計

画
の
策
定
を
進
め
ま

し
た
。

●
将
来
都
市
像

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
市
民
、
地
域
、
事

業
者
、
行
政
が
信
頼
関
係
に
よ
り
結
ば
れ

た
強
い
絆
の
も
と
、
共
に
考
え
、
手
を
と

り
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

自
治
基
本
条
例
の
理
念
の
も
と
、
市
民
参

画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
市
民

一
人
一
人
が
、
鳴
門
の
ま
ち
に
愛
着
と
誇

り
を
持
っ
て
鳴
門
の
魅
力
を
語
る
こ
と
が

で
き
、
誰
も
が
鳴
門
市
に
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
訪
れ
て
良

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し

て
、
10
年
後
の
目
指
す
ま
ち
の
姿
と
し
て

「
結
び
あ
う
絆
が
創
る　
笑
顔
と
魅
力
う

ず
ま
く
鳴
門
」と
い
う
将
来
都
市
像
を
設

定
し
ま
し
た
。

基
本
構
想　

平
成
24
年
度
～
平
成
33
年
度（
10
年
間
）

【
総
合
計
画
の
役
割
】

①
市
の
最
上
位
の
計
画
で
、
各
種
計
画

や
施
策
の
基
本
と
な
る
計
画

②
国
や
県
と
の
整
合
性
を
図
っ
た
計
画

③
市
民
、
団
体
、
企
業
な
ど
民
間
活
動

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
行
政
と
の

協
働
と
連
携
を
よ
り
一
層
促
進
す
る

計
画

市
役
所
企
画
課　

 

☎
６
８
４・１
６
２
２

～「
結
び
あ
う
絆
が
創
る　
笑
顔
と
魅
力
う
ず
ま
く
鳴
門
」を
目
指
し
て
～

　

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針 「
第
六
次
鳴
門
市
総
合
計
画
」策
定

「第六次鳴門市総合計画」策定
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●基本目標
　将来都市像の実現に向けてまちづくりの骨格をなす主たる分野ごとに、今後どのようなまちを目指
すのかを示した４つの基本目標を定め、基本目標のもとに次のような10の政策を位置づけています。

基本目標１
「うきうき　活力と魅力あふれる　まちづくり」

政策（1）   豊かで活力あふれるまち　なると
　商工業や農水産業のさらなるブランド化
などにより地域の活性化が進み、人もまち
も豊かで活力にあふれています。

政策（2）　伝えたい　魅力あふれるまち　なると
　多様な分野でのブランド化が進み、
鳴門のまちに愛着と誇りをもつ人が増
え、多くの人があふれる魅力に惹きつ
けられ鳴門のまちに集まっています。

こんな鳴門を

目指しています

基本目標２
「ずっと笑顔で　生きがい感じる　まちづくり」　

政策（1）　ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると
　地域で互いに支え合い、助け合いな
がら、住み慣れた地域で元気に安心し
て暮らしています。

政策（2）　子どもたちの笑顔と歓声が聞こえるまち　なると
　安心して子どもを生み育てることが
できるまちづくりが進み、地域に子ど
もたちの笑顔と歓声があふれています。

政策（3）　たくましく生きる力を育むまち　なると
　安全・安心な教育環境が整備された
なか、次代を担う子どもたちが、健康で、
自ら学ぶ意欲と個性が培われ、心も体
もたくましく育っています。

政策（4）　生きがいあふれるまち　なると
　教育、スポーツ、文化、芸術など多様
な分野で、自らの選択のもと自由に学び 
続ける人が増え、一人ひとりが生きがいを
もって充実した暮らしをおくっています。

基本目標３
「しっかり安心・快適　住み良い　まちづくり」

政策（1）　安心して暮らせるまち　なると
　一人ひとりのいのちと暮らしを守るた
めの体制づくりや環境整備が進み、市民
が地域で安全に安心して暮らしています。

政策（2）　快適に暮らせるまち　なると
　居住環境の整備や循環型社会の形成な
どが進み、活気にあふれた地域で市民が
快適に暮らしています。

政策（3）　身近に自然を体感できるまち　なると
　自然環境を守り育むための取り組みが
進み、自然と調和したまちづくりが進む
なか、豊かな自然環境が次世代に守り引
き継がれています。

基本目標4
「おおきく躍動　みんなで創る　まちづくり」

政策（1）　全員参加で創るまち　なると
　市民、事業者、地域、行政が互いに
信頼のもと絆を結び、協働しながら、
さまざまな分野でのまちづくりに全員
参加で取り組んでいます。
　それぞれの地域特性が生かされたま
ちづくりが進むなか、スーパー改革プ
ランの推進などにより、自立的で持続
可能な行財政システムが確立し、未来
へ飛躍するまちづくりが進んでいます。

●将来目標人口
　平成22年の国勢調査人口61，513人を用いて今後の人
口を推計したところ、本計画の基本構想の終了年次で
ある平成33年の人口は55,261人となる推計結果が示され
ました。
　しかしながら、今後のまちづくりには、本市の持つ特
性や優位性を生かしながら、さまざまな施策を積極的
に展開することにより、人口減少を最小限にとどめる
ことが必要であることから、企業誘致や子育て支援の
ほか、本計画に掲げるさまざまな施策を実施し、まち
づくりを戦略的に展開することにより、推計人口から 
1，739人の増加を見込んだ５万７千人を平成33年の目標
人口と設定しました。
　計画では、人口減少による地域活力の低下をまねか
ないために、交流人口の拡大を図るなど、地域経済を
活性化するための取り組みを、「鳴門の未来を創る３つ
の成長戦略」として位置付けています。

62,000
（人）

平成22年（実績）
（2010年）

平成28年
（2016年）

平成33年
（2021年）

61,000

60,000

59,000
59,000

61,513

58,369

推計人口

55,261

57,00057,00058,000

57,000

56,000

55,000

54,000

目標人口
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　本市の自然、歴史、文化、産業、観光など、
多様な地域資源の価値をさらに高めるととも
に、個々の地域資源を結びつけることによる相
乗効果で付加価値の向上を図るなど、新たなブ
ランドづくりを進めます。そして、国内外に向
けて広くその魅力を発信することにより、誰も
に知ってもらえる「鳴門ブランド」づくりを戦略
的に進め、魅力とにぎわいあふれるまちの実現
を目指します。
　鳴門に住む人も、鳴門を訪れた人も「だれも
が好きになる鳴門」づくりを進めることにより、
交流人口・交流居住人口の拡大を図り、まちの
活性化を促進し、人口の流入と定着化につなげ
ます。

「魅力づくり」の取り組み
１「鳴門ブランド」力の強化

①鳴門ブランドづくり
②地場産業の育成・振興
③農業・漁業経営の安定化とブランド化の推進
④農業の高度化
⑤観光ブランドづくり
⑥外国人観光客の誘客促進
⑦文化財の保護と活用
⑧公園の整備
⑨暮らしの中で文化と創造が息づくまちづくりの推進
⑩景観に配慮したまちづくりの推進
⑪「鳴門ブランド」の情報発信強化

２ 市民との協働によるにぎわいと交流の創出
①にぎわいと交流の創出
②国際・国内交流の推進
③市民参加型イベントの開催（観光、スポーツ、文化、交流など）

５年後の主な目標（成果指標・活動指標）

指　標　名 単位 現状値
（H22年度）

目標値
（H28年度）

　観光入込客数 人 2,222,417 2,500,000
　　うち外国人観光入込客数 人 10,157 15,000
　年間宿泊延べ人数 人 346,847 390,000
　　うち外国人年間宿泊延べ人数 人 3,068 4,500
　産直市、食育、地産地消イベン
　ト参加者数 人 15,800 23,000

　市公式ウェブサイトアクセス数 件 454,618 657,000

 

前
期
基
本
計
画　

 

平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度（
５
年
間
）

◇成長戦略全体の５年後の目標（成果指標）

指　標　名 単位 現状値
（H22年度）

目標値
（H27年度）

鳴門市に愛着を持っている市民の割合 ％ 78.8 ➡
３つの成長戦略
   その１ 『だれもに知ってもらえる魅力づくり』

魅力づくり

●
鳴
門
の
未
来
を
創
る
３
つ
の
成
長
戦
略

　
さ
ら
な
る
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
、
本

市
が
未
来
に
向
け
て
発
展
す
る
た
め
に

は
、
人
口
減
少
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

と
と
も
に
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

特
に
重
点
的
、
戦
略
的
に
取
り
組
む
べ

き
施
策
に
つ
い
て「
魅
力
づ
く
り
」「
ま

ち
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」の
３
つ
の
視

点
か
ら
成
長
戦
略
と
し
て
設
定
し
、
５

年
後
の
目
指
す
姿
と
し
て
87
項
目（
再

掲
を
除
く
）の
目
標
を
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
こ
の
戦
略
の
推
進
に
よ
り
、
本

市
の
魅
力
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
、「
だ

れ
も
が
好
き
に
な
り
、
だ
れ
も
が
住
み

続
け
た
い
、
訪
れ
た
い
と
思
え
る
、
だ

れ
も
が
笑
顔
に
な
る
鳴
門
づ
く
り
」の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
前
期
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
で
定

め
た
基
本
目
標
や
施
策
の
基
本
方
向
に

基
づ
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
必
要
と

な
る
個
別
施
策
を
分
野
別
に
体
系
化
し

そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
の
も
と
に
55
の
施
策

を
位
置
付
け
た「
分
野
別
基
本
計
画
」

と
、
特
に
重
点
的
、
戦
略
的
に
取
り
組

む
べ
き
施
策
に
つ
い
て
位
置
付
け
た

「
成
長
戦
略
」で
構
成
し
て
い
ま
す
。
成

長
戦
略
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
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５年後の主な目標（成果指標・活動指標）

指　標　名 単位 現状値
（H22年度）

目標値
（H28年度）

 協働によるまちづくりが必要で 
 あると考える市民の割合 ％ 73.1　 ➡（H27年度）
 個別の教育支援計画作成率 ％ 23.7　 100　
 全国大会等出場者数（スポーツ） 人 172　 180　
 NPO法人・ボランティア団体数 団体 106　 130　
 審議会等における女性委員の
 割合 ％ 24.8　 40　

「人づくり」の取り組み
１ 鳴門のまちを担う人づくり

①教育行政の充実
②幼稚園教育活動の充実
③義務教育の充実
④校種間連携の充実
⑤生涯学習の推進
⑥スポーツ活動の推進
⑦まちづくりを支える担い手の育成

２ 鳴門の人が輝く仕組みづくり
①市民参画・協働の推進　
②情報の共有化の推進
③コミュニティ活動の推進
④ボランティア・NPO法人の活動促進
⑤コミュニティビジネスの推進
⑥男女共同参画社会の実現 　
⑦大学連携の推進
⑧行財政改革の推進

　市民等が主役のまちづくりの実現に向けては、市民等が主
体的に市政に参画し、地域の問題解決に向けて協働してまち
づくりに取り組むことが必要です。また、地域間競争の激化
など、社会経済情勢が変化する中、ますます多様化する市民
ニーズや新たな地域課題に対応していくためには、行政だけ
でサービスを行うことは難しくなっており、市民力、地域力
の充実が求められています。
　そのためには、市民力、地域力が十分に発揮できる仕組み
づくりと、その原動力となる鳴門のまちに誇りと愛着を持つ
人づくりを進めることが重要です。
　市民一人一人が、互いを尊重し合い、支え合い、助け合い、
生涯にわたって、さまざまな場面で輝いている人づくりを進
め、一人一人が主役のまちの実現を目指します。

　本市の地域資源を生かした農商工連携や農漁業の六次産業
化、企業誘致の推進など産業集積を進め、地域経済の活性化
を図ることによる新たな雇用の場の創出、安心して子どもを
生み育てることができる環境の充実など、特に若年層および
子育て世代の地元定着化や人口の流入を促進するための取り
組みを実施します。
　まちを創る力の源である「人」を鳴門に定着させ、鳴門のま
ちに愛着と誇りを持って、元気にいきいき活躍する「人」の増
加を図ることにより、誰もが活気と笑顔に満ちた元気なまち
づくりを進めます。

「まちづくり」の取り組み
１ 住み心地の良いまちづくり

①危機管理・防災体制の強化
②消防・救急体制の充実
③公共交通機関の確保と整備
④循環型社会への取り組み
⑤地球温暖化・省エネ対策の推進
⑥道路網の整備
⑦公共下水道事業の推進と水洗化率の向上
⑧合併処理浄化槽の普及促進
⑨住宅ストックの有効活用
⑩安心・快適な給水の確保
⑪商店街等の基盤強化

２ 元気で健康に暮らせるまちづくり
①次世代育成支援対策行動計画の推進
②高齢者福祉の推進
③障がい者福祉の推進
④健康・医療対策の推進
⑤介護予防事業の拡充・推進
⑥女性子ども支援センター事業の推進

３ いきいきと働くことができるまちづくり
①地場産業の育成・振興（再掲）
②農業・漁業経営の安定化とブランド化の推進（再掲）
③農業の高度化（再掲）
④企業誘致の推進
⑤就業機会の拡大
⑥労働力の確保

５年後の主な目標（成果指標・活動指標）

指　標　名 単位
現状値

（H22年度）
目標値

（H28年度）

 鳴門市に住み続けたいと
 思う市民の割合 ％ 76.5　 ➡（H27年度）
 津波避難タワーなどの整備 － 整備
 自主防災会組織率 ％ 74.3　 100　
 下水道整備済面積（累計） ｈa 93.4　 164.5　
 預かり保育受け入れ率 ％ 100　 100　
 介護予防教室参加実人数 人 600　 1,500　
 雇用環境の整備について
 満足している市民の割合 ％ 4.6　 ➡（H27年度）

「第六次鳴門市総合計画」策定

３つの成長戦略
   その２

『だれもが住み続けたいまちづくり』
まちづくり

３つの成長戦略
   その３

『だれもが輝く人づくり』
 人づくり

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

○計画の推進
　本計画の推進により誰もが、「鳴門市に生まれて
良かった、住んで良かった、訪れて良かった」と実
感できるまちづくりを、市民の皆さんと共に目指
していきたいと考えておりますので、ご支援とご
協力をお願いいたします。

◆総合計画に関する詳しいお問い合わせは、
　市役所企画課　 ☎６８４・１６２２　まで
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５
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終
水
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日
は
、
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日
で
す
。
チ
ャ
レ
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住
民
総
参
加
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の
ス
ポ
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ツ
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
こ
の
日
は
、
人
口
規
模
が
ほ
ぼ

同
じ
自
治
体
同
士
が
、
午
前
０
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で
の
間
に
、
市
内
で
15
分
間
以

上
継
続
し
て
何
ら
か
の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

を
し
た
方
の「
参
加
率（
％
）」を
競
い
合
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
神
奈
川
県
逗
子
市
と
対
戦

し
ま
す
が
、
対
戦
に
敗
れ
た
場
合
は
、
相

手
の
自
治
体
の
旗
を
庁
舎
の
メ
ー
ン
ポ
ー

ル
に
１
週
間
掲
揚
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ル
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
勝
利
し
て
鳴
門
市

旗
を
掲
揚
す
る
た
め
に
も
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

15
分
以
上
の
運
動
で
あ
な
た
も
参
加

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
は

も
ち
ろ
ん
、
自
転
車
や
徒
歩
に
よ
る
通

勤
や
通
学
、
買
い
物
、
避
難
所
を
確
認

す
る
た
め
の
散
歩
、
家
の
周
り
の
清
掃
活

動
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
参
加
対
象
と
な
り

ま
す
。
市
民
だ
け
で
な
く
、
通
勤
、
通
学

者
も
市
内
で
運
動
す
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

７
ペ
ー
ジ
に
当
日
開
催
イ
ベ
ン
ト
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
一
緒
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

参
加
報
告
の
方
法
は

　
運
動
を
行
っ
た
後
、
７
ペ
ー
ジ
の
報
告

書
に
参
加
人
数
と
内
容
を
回
収
ボ
ッ
ク
ス

へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
、

以
下
の
場
所
に
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
電

話・フ
ァ
ク
ス・メ
ー
ル
で
も
受
付
し
ま
す（
報

告
書
内
の
項
目
を
ご
報
告
く
だ
さ
い
）。

　
事
前
に
報
告
さ
れ
る
方
は
24
日（
木
）か

ら
い
ず
れ
か
の
方
法
で
実
行
委
員
会
ま
で

報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

鳴
門
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
会

　

 （
市
教
育
委
員
会
体
育
振
興
室
）

【
事
前
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☎
６
８
６
・
８
８
０
４
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６
８
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８
０
０
５

【
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・
１
１
９
６

 　
　
　
☎
６
８
４
・
１
１
９
７

 　
　
　
FAX
６
８
４
・
１
２
２
３

5月30日㈬チャレンジデー2012
健康・体力づくり、ふれあいや絆を深めるため15分以上体を動かそう!
スポーツの力で日本を元気に!

回収ボックス設置場所一覧表 （設置期間は５月24日（木）〜30日（水））
地　区 ８：３０～１７：００ ９：００～１６：００

撫養町地区
市役所本庁案内所・☆アミノバリューホール（火曜日休）
鳴門勤労者体育センター（月曜日休）・市民会館事務所（火曜日休）
斎田公民館・川東公民館・鳴門市教育委員会（体育振興室）

老人福祉センター
☆市立図書館（月曜日休）

大津町地区 大津中央公民館 ＪＡ大津

大麻町地区 堀江公民館・板東公民館・人権福祉センター
板東連絡所・川崎会館

大麻町商工会 ・☆道の駅第九の里
ＪＡ徳島北本所

鳴門町地区 鳴門公民館・☆鳴門ウチノ海総合公園パークセンター（火曜日休）
ローソン鳴門高島店（終日受付） 

鳴門町漁協・新鳴門漁協・鳴門山上病院

瀬戸町地区 瀬戸公民館・瀬戸連絡所
ローソン鳴門瀬戸明神店（終日受付）

北泊漁協・島田小学校
室撫佐漁協（15時まで）

里浦町地区 里浦公民館 ＪＡ里浦本所・南経済センター・里浦漁協
北灘町地区 北灘公民館 折野簡易郵便局

※受付は平日のみ。ただし、☆印は休日も受付 
※当日、市役所本庁案内、アミノバリューホール、勤労者体育センター、
　市民会館は、21：00まで延長　

※結果速報は、市公式ウェブサイト・市役所本庁案内などでお知らせします。
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鳴門市チャレンジデー2012参加　　（　事　前　・　当　日　）　報告書
どちらかに○をつけてください

個人名または
代 表 者 名

運動種目別名
イ ベ ン ト 名

実 施 場 所
参 加 人 数 男　　　名　・　女　  　名

 合計　　　名
実 施 時 間 　 　　時　　分　〜　 　　    時　　分

参加人数の報告は１人１回（ダブルカウント防止）

※電話（686・8804）・ファクス（686・8005）・メール（challenge-day@city.naruto.lg.jp）で報告していただくか、
　市役所本庁案内ほかに設置する回収ボックスに投函してください。

キ　リ　ト　リ　線

鳴門市チャレンジデー2012 　イベントプログラム(参加無料)

※アミノバリューホール、鳴門勤労者体育センターでは、各種イベントのない時間は無料開放しています。利
用される方は事前に体育振興室（☎686･8804）までご連絡お願いします。※最新情報は、 鳴門市公式ウェブサイ
トをご覧ください。※各イベントに必要な体育館シューズなどはご持参ください。

No イ　ベ　ン　ト 時　　間 会　　場
1 チャレンジデー開会式を朝ランで観に行こう!  ７ :30 〜  ８ :30 文化会館前 集合（雨天中止）
2 開会式  ８ :00 〜  ８ :10 市民会館前（雨天時市民会館）
3 歩きながらゴミ拾い  ８ :00 〜 11:00 阿波銀行瀬戸支店横 集合
4 ラジオ体操  ８ :10 〜  ８ :20 市民会館前（雨天時市民会館）
5 ラジオ体操・健康ウォーク  ９ :00 〜  ９ :45 障害者支援施設 板東の丘
6 ソフトテニス（昼休憩あり）  ９ :00 〜 18:00 鳴門市桑島テニス場（ラケット持参・雨天中止）
7 コアコンディショニング エクササイズ 10:00 〜 11:00 アミノバリューホール（３階研修室）
8 シニア・ハワイアン・フラ 10:00 〜 11:00 市民会館
9 太極拳 10:00 〜 12:30 キョーエイ鳴門駅前店４階ホール
10 ソフトバレー 10:00 〜 13:00 鳴門勤労者体育センター
11 バドミントン 10:00 〜 14:00 アミノバリューホール（サブアリーナ）
12 ハワイアンフラエクササイズ 11:00 〜 11:30 モアナコースト・ガーデン（雨天時シエスタで開催）
13 中国健康体操 11:00 〜 12:00 市民会館
14 筋力トレーニング 11:00 〜 19:00 ダンケスタジオ内
15 空手道 11:30 〜 13:30

17:00 〜 19:00
明心流総本部
里浦町里浦字花面309-8

16 昼休みに阿波踊り体操 12:30 〜 12:50 市民会館
17 阿波踊り体操 13:00 〜 14:00 市民会館
18 体操を体験しよう 13:00 〜 20:00 鳴門市体操場
19 らくらく引きしめストレッチ 13:30 〜 14:00

15:00 〜 15:30
ダンケスタジオ内
撫養町南浜字東浜667

20 鳴門小唄を踊ろう 14:00 〜 14:30 市民会館
21 鳴門ウチノ海総合公園

シーカヤック無料体験
14:00 〜 15:00
15:00 〜 16:00

ウチノ海総合公園第２駐車場集合※予約要 各回定員１５人
小学生以下は保護者と同船（天候により中止の場合あり）

22 社交ダンス 14:45 〜 16:00
16:15 〜 17:30 市民会館

23 踏み台昇降運動 15:00 〜 15:15 障害者支援施設 板東の丘
24 4時間耐久!エアロビックスマラソン 15:00 〜 19:00 ソイジョイ武道館
25 スクェアダンス 15:15 〜 16:45 キョーエイ鳴門駅前店４階ホール
26 フットサル 17:00 〜 20:30 アミノバリューホール
27 キンボール（ニュースポーツ) 17:30 〜 19:30 鳴門勤労者体育センター
28 市長や大塚製薬陸上競技部と一緒に走ろう! 18:00 〜 19:00 第２陸上競技場（雨天時ポカリスエットスタジアム南側スタンド下練習場で開催）
29 ノルディックウォーキング体験会 18:00 〜 19:00 アミノバリューホール前　集合（雨天時アミノバリューホール内通路で開催）
30 ラテンダンス 18:00 〜 19:15 市民会館
31 ディスコ 18:20 〜 20:20 Ｄ－ＢＯＸ 撫養町斉田字大堤66-3
32 剣道 19:00 〜 20:00 鳴門市剣道場（光武館）  撫養町大桑島字辷岩浜35
33 セルフコンディショニング 19:00 〜 20:30 アミノバリューホール
34 バドミントン 19:00 〜 21:00 アミノバリューホール（サブアリーナ）
35 卓球 19:30 〜 21:00 市民会館
36 ファミリーバドミントン 19:30 〜 21:00 鳴門勤労者体育センター
37 フィナーレ（阿波踊り、市長とじゃんけん大会） 20:30 〜 21:00 アミノバリューホール
※ 避難所まで歩こう 00:00 〜 21:00 各自や地域のみんなで歩いて避難所を確認しよう！
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文化庁国民文化祭事業
　本事業は、各種文化活動を全国的な規模で発表する事業を国民文化祭において実施するものであり、これら
事業の実施をきっかけとして国民の文化活動への参加意欲を喚起し、新しい芸能、文化の創造を促すとともに、
事業実施の波及効果などにより、地方文化の発展に寄与し、地域経済を活性化することで国民生活のより一層
の充実に資することを目的としています。

お香の祭典　～お香にふれよう、愉しもう～
【と　　き】	 平成24年11月３日（土）、４日（日）
【と こ ろ】	 大塚国際美術館
【入 場 料】	 無料（ただし、大塚国際美術館入館料が必要）、事前申し込み必要
【内　　容】	 香道二流派の家元の指導による体験香席、一炷聞香、お香講演会

問 公益財団法人お香の会事務局　☎0742･33･6001

吹奏楽の祭典
【と　　き】	 平成24年11月４日（日）　午前10時開演（予定）
【と こ ろ】	 鳴門市文化会館
【入 場 料】	 1,500円
【内　　容】	 全国トップレベルの中学・高校・大学・社会人吹奏楽団による演奏演技

問 社団法人全日本吹奏楽連盟事務局　☎03･3234･6028

音楽文化が息づくまちづくり
　　クラシック・コンサート in 鳴門市（仮称）
　我が国を代表する世界的指揮者・秋山和慶氏を音楽監督に迎え、徳島の文化に共感を持つ一流の音楽家によ
り構成された『とくしま国民文化祭記念管弦楽団（通称：とくしま記念オーケストラ）』と地元住民が共演するコ
ンサートを開催し、音楽による地域の活性化を図ります。
【と　　き】 平成24年11月７日（水）　午後６時開場、午後６時30分開演
【と こ ろ】 鳴門市文化会館
【入 場 料】 一般 2,000円、小中高生 1,000円（※当日各500円増し）
【出演団体】 指　揮：増井 信貴
 管弦楽：とくしま国民文化祭記念管弦楽団
 合　唱：合唱団「なると」、合唱団アンダンテ、 
　　　　　　　　　　Chorus９、メールハーモニー潮
 合　奏：鳴門市第一中学校吹奏楽部
【主　　催】 鳴門市
問 市役所文化交流推進課　☎684･1214

　徳島ならではの伝統工芸品である「竹人形」（阿南市竹人形伝承会制作）と、国民文化祭の４大モチーフの一つであ
る「阿波藍」で染めた布を組み合わせた第27回国民文化祭限定のグッズが制作されました。
　鳴門市民の皆さんにも、この「藍竹人形やっとさ」を抽選で10人の方にプレゼントします。
※当選者の方には通知しますので、文化交流推進課までお越しください。
締め切り　平成24年５月31日（木）
応募方法　はがきまたはEメールに、住所、氏名、電話番号、年齢、性別をご記入の上、
　　　　　下記の宛先までお送りください。
申 込 先　市役所文化交流推進課　〒772－8501　撫養町南浜字東浜170
問い合わせ　☎684･1214　FAX683･0237　E-mail:bunkakoryu@city.naruto.lg.jp

プレゼント　第２７回国民文化祭・とくしま２０１２ＰＲグッズ「藍竹人形やっとさ」

4大モチーフ魅力発信事業
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文化の力でまちを元気に!
　「あっ！」という新鮮な驚きや、 「わあ！」という純粋な感動
が人を育て、まちを元気にします。その土地ならではの文化
の魅力を発見し活用する試みが、全国で初めて２度目の開催
となる国民文化祭・とくしま2012です。事業として10月28
日に徳島市のアスティ徳島で開催される総合フェスティバル
のほか、①音楽文化が息づくまちづくり事業②人形浄瑠璃街
道推進事業③阿波藍×未来型プロジェクト④踊りフェスティ
バル、の４大モチーフ魅力発信事業や、国文祭成果継承事業、
次世代後継者育成事業、分野別フェスティバル、文化庁国民
文化祭事業が県内各地で開催されます。
　市内でも、市主催事業や民間団体主催事業などさまざまな
国民文化祭事業が開催されます。

全国初２度目の開催!!

国民文化祭成果継承事業
　本事業は、平成19年度に徳島県で開催した「第22回国民文化祭・おどる国文祭」を契機に取り組んできた地
域文化の振興を図るための活動の成果を検証するとともに、より多くの方に国民文化祭への参加を促し、盛り
上がりを図ることを目的としています。

第31回ベートーヴェン｢第九｣交響曲演奏会
【と　　き】 平成24年６月３日（日）　午後１時30分開演、午後３時30分終演
【と こ ろ】 鳴門市文化会館
【入 場 料】 一般 2,500円（前売：2,000円）、小中高生 500円
【出演団体】 指　揮：平井 秀明　　合唱指揮：頃安 秀利
 独　唱：ソプラノ 三河 紀子／メゾソプラノ 諸田 広美／
 　　　　テノール 谷川 佳幸／バリトン 鈴木 健司
 管弦楽：徳島交響楽団
 合　唱： NPO 法人鳴門「第九」を歌う会、
 　　　　全日本「第九を歌う会」連合会

問 NPO法人鳴門「第九」を歌う会事務局　☎686･9999

美術館で「なるとの第九」
【と　　き】 平成24年６月４日（月）　午前10時30分～正午
【と こ ろ】　大塚国際美術館 システィーナ・ホール
【入 場 料】　無料（ただし、美術館特別入館料1,000円が必要、
 　　 高校生以下無料）
【内　　容】 １部　県内外および海外の合唱団による合唱
 ２部　第九ソリストによる独唱
 ３部　全日本「第九を歌う会」連合会による「第九」

問 NPO法人鳴門「第九」を歌う会事務局　☎686･9999

第４回 システィーナ歌舞伎
【と　　き】	 平成24年11月13日（火）、 14日（水）、 15日（木）
【と こ ろ】	 大塚国際美術館 システィーナ・ホール
【入 場 料】	 未定
【内　　容】	 美術館を舞台に、和と洋のコラボレーションによる新作歌舞伎の初演
問 大塚国際美術館　☎687･3737
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平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く

資
金
収
支
計
算
書
で
見
る
市
の
財
政
状
況

　　　　　　普通会計資金収支計算書　（自 平成22年4月1日　至 平成23年3月31日）

　経常的収支の部 （単位：百万円）
　人件費 6,061
　物件費 2,451
　社会保障給付 4,755
　補助金等 564
　支払利息 431
　他会計等への事務費等充当財源繰出支出 2,307
　その他支出 350
　支出合計 16,919
　地方税 8,065
　地方交付税 4,521
　国県補助金等 4,422
　使用料・手数料 376
　分担金・負担金・寄附金 263
　諸収入 369
　地方債発行額 1,740
　基金取崩額 551
　その他収入 1,011
　収入合計 21,318
　経常的収支額 4,399

　投資・財務的収支の部 （単位：百万円）
　投資及び出資金 0
　貸付金 80
　基金積立額 1,476
　定額運用基金への繰出支出 0
　他会計等への公債費充当財源繰出支出 117
　地方債償還額 2,599
　長期未払金支払支出 0
　支出合計 4,272
　国県補助金等 2
　貸付金回収額 96
　基金取崩額 0
　地方債発行額 0
　公共資産等売却収入 19
　その他収入 57
　収入合計 174
　投資・財務的収支額 △ 4,098

　翌年度繰上充用金増減額 0

　当年度歳計現金増減額 343

　期首歳計現金残高 405

　期末歳計現金残高 748

　公共資産整備収支の部
　公共資産整備支出 2,418
　公共資産整備補助金等支出 337
　他会計等への建設費充当財源繰出支出 34
　支出合計 2,789
　国県補助金等 1,273
　地方債発行額 1,140
　基金取崩額 407
　その他収入 11
　収入合計 2,831
　公共資産整備収支額 42

財務書類で見る
(資金収支計算書・貸借対照表)

市の財政状況
 ■問  市役所財政課　☎684・1221 

　
資
金
収
支
計
算
書
は
、
家
計

で
の
家
計
簿
に
あ
た
り
、
資
金

の
出
入
り
の
情
報
を
性
質
の
異

な
る
３
つ
の
区
分（
経
常
的
収

支
の
部
、
公
共
資
産
整
備
収
支

の
部
、
投
資
・
財
務
的
収
支
の

部
）に
分
け
て
表
示
し
た
財
務

書
類
で
す
。

　
「
経
常
的
収
支
の
部
」に
は
、

人
件
費
や
物
件
費
な
ど
の
支
出

と
、
税
収
や
手
数
料
な
ど
の
収

入
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
日
常

の
行
政
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

の
状
況
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
公
共
資
産
整
備
収
支
の

部
」で
は
、
公
共
資
産
の
整

備
な
ど
に
よ
る
支
出
と
そ
の

財
源
で
あ
る
補
助
金
・
市
債

な
ど
に
よ
る
収
入
が
計
上
さ

れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
公
共

事
業
に
伴
う
資
金
の
使
途
と

そ
の
財
源
の
状
況
が
表
示
さ

れ
ま
す
。

　
「
投
資
・
財
務
的
収
支
の

部
」に
は
、
出
資
、
貸
付
、
基

金
の
積
み
立
て
、
市
債
の
返

済
な
ど
に
よ
る
支
出
と
そ
の

財
源
で
あ
る
補
助
金
や
貸
付

金
の
回
収
な
ど
の
収
入
が
計

上
さ
れ
て
お
り
、
投
資
活
動

や
財
務
活
動
に
よ
る
資
金
の

出
入
り
の
状
況
が
表
示
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
本
市
の

「
経
常
的
収
支
の
部
」は
約
44

億
の
黒
字
、「
公
共
資
産
整
備

収
支
の
部
」は
約
４
千
万
円

の
黒
字
、「
投
資
・
財
務
的
収

支
の
部
」は
約
41
億
円
の
赤

字
で
、
合
計
３
億
４
千
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
市
債
の
借
入
な
ど
を
含

め
た
現
金
の
収
支
で
あ
り
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。



11 平成24年５月号

※
普
通
会
計
の
財
務
諸
表
に
加
え
、
水
道
な
ど
の
公
営
企
業
な
ど
を
含
め
た
本

市
全
体
の
財
務
諸
表
や
、
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
関
係
団
体
も
含
め
た
連
結

財
務
諸
表
も
作
成
し
ま
し
た（
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
表
し
て
い
ま
す
）。

普通会計貸借対照表（平成23年3月31日現在）

平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く

貸
借
対
照
表
で
見
る
市
の
財
政
状
況

●有形固定資産の行政目的別割合
　貸借対照表に計上された有形固定資産の行政目的
別割合を見ることにより、行政分野ごとの公共資産
形成の比重を把握することができます。（単位：百万円）

項　目 金額（単位：百万円） 構 成 比 平成21年度
公共資産合計 88,466 100.0%
純 資 産 合 計 61,941 Ａ：70.0% 69.0%
地 方 債 残 高 27,512 Ｂ：31.1% 30.6%

貸　方     資産の保有総額 借　方     資産の調達財源

[資産の部]
１ 公共資産
　(1) 有形固定資産
　(2) 売却可能資産
２ 投資等
　(1) 投資及び出資金
　(2) 貸付金
　(3) 基金等
　(4) 長期延滞債権
　(5) 回収不能見込額
３ 流動資産
　(1) 現金預金
　(2) 未収金

88,456
10

432
20

2,859
822

△ 293

2,776
114

88,466

3,840

2,890

[負債の部]
１ 固定負債
　(1) 地方債
　(2) 長期未払金
　(3) 退職手当引当金
　(4) 損失補償等引当金
２ 流動負債
　(1) 翌年度償還予定
　　  地方債
　(2) 短期借入金
　    (翌年度繰上充用金）
　(3) 未払金
　(4) 翌年度支払予定
　　  退職手当
　(5) 賞与引当金

24,767
498

4,260
0

2,744

0

0
714

272

 
 29,525

3,730

負債合計 33,255
[純資産の部]
１ 公共資産等整備国県補助金等
２ 公共資産等整備一般財源等
３ その他一般財源等
４ 資産評価差額
純資産合計

17,018
57,570

△ 12,647
0

61,941
資産合計 95,196 負債 ・ 純資産合計 95,196

 ～貸借対照表分析～

34,829

生活ｲﾝﾌﾗ・
国土保全

26,586

教育

958

福祉

13,501

環境衛生

8,377

産業振興

720

消防

3,485

総務
0

5,000
10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000
40,000

（単位：百万円）

　
貸
借
対
照
表
と
は
、
自
治
体
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
保
有
し
て

い
る「
資
産
」（
財
産
）と
、
そ
の
資
産
を

ど
の
よ
う
な「
負
債
」・「
純
資
産
」（
財

源
）で
賄
って
き
た
か
を
一
覧
表
に
し
た
も

の
で
す
。
ま
た
、「
資
産
合
計
額
」と「
負

債
・
純
資
産
合
計
額
」が
一
致
し
、
左
右

が
バ
ラ
ン
ス
し
て
い
る
表
で
あ
る
こ
と
か

ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
本
市
が
保
有
す
る「
資
産
」は
約
９
５

２
億
円
、
将
来
支
払
い
義
務
が
発
生
す

る「
負
債
」は
約
３
３
３
億
円
あ
り
、
差

し
引
き
の
約
６
１
９
億
円
が
将
来
世
代

へ
の
負
担
が
な
い
実
質
的
な
資
産
で
あ

る「
純
資
産
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
資
産
」に
占
め
る「
純
資
産
」の
割
合

は
、
65
・
１
％
で
あ
り
、
こ
れ
は
民
間

企
業
の
自
己
資
本
比
率
に
相
当
し
ま

す
。
こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
健
全
で
あ

り
、
一
般
に
自
己
資
本
比
率
が
70
％
以

上
な
ら
理
想
企
業
、
40
％
以
上
な
ら

倒
産
し
に
く
い
企
業
と
い
え
る
こ
と

か
ら
、
本
市
の
65
・
１
％
は
比
較
的
高

い
水
準
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。た
だ
し
、

本
市
の「
資
産
」の
大
部
分
は
道
路
や
学

校
な
ど
の
た
だ
ち
に
現
金
化
で
き
な
い

「
公
共
資
産
」で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間

企
業
の
目
安
を
当
て
は
め
る
こ
と
は
必

ず
し
も
適
当
で
は
な
く
、
ま
た
類
似
団

体
な
ど
他
団
体
の
平
均
的
水
準
も
明
ら

か
で
な
い
た
め
、
今
後
と
も
分
析
を
継

続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●社会資本形成の世代間負担比率
Ａ：社会資本の整備の結果を示す公共資産のうち、
純資産による形成割合を見ることにより、これまでの世

代によって既に負担された割合を見ることができます。
【純資産合計÷公共資産合計＝これまでの世代による社会資本負担比率A】
Ｂ：社会資本の整備の結果を示す公共資産のうち、地
方債（将来に返済義務を負う資金）によって形成されて
いる形成割合を見ることにより、将来の世代によって
負担する割合を見ることができます。

【地方債残高÷公共資産合計＝将来の世代による社会資本負担比率B】
※平均的な値としては、Ａ(これまでの世代による負担
比率)は50％～90％の間、Ｂ(将来の世代による負担比率)
は15％～40％の間の比率になるとされています。



みんなで知ろう！「鳴門市自治基本条例」
連載

　市では「市民等が主役のまちづくり」の実現に向けて、市民の皆さんと行政の協働によるまちづくりを推進
しています。多くの市民の皆さんが地域課題の解決に関わることで、連帯感が高まり、地域の絆も深まります。
今月号では、公共施設の維持管理に関する協働の取り組みを一部ご紹介します。

　このほかにも、県指定文化財である市内の古墳などの除草を中心とした環境整備を地元の保存会に委託したり、
大型公民館の管理・運営の一部を地区自治振興会等に委託するなど、協働による公共施設の管理・運営が行われて
います。
　市では、地域の課題解決や住みよいまちづくりに向けた市民の皆さんからのご提案をお待ちしています。また、自
らが協働の主体として活動することができる具体的な事業案をお持ちの方や団体がありましたら、下記の市民協働推
進課または各担当課までご相談ください。

☎ FAX 
 E-mail 

　緑とにぎわいあふれるまちづくりに向けて、公園や緑地などを良好な状態に
保つことは、市と地域の共通課題です。市では、 「公園緑地等維持管理業務」と
して、市内の都市公園、児童遊園、緑地などの一部を地元の町内会やボランティ
ア団体に委託し、協働による維持管理に努めています。
　これまで、公園などの施設の維持管理については、行政が担うべき分野と考
えられてきましたが、現在では協働事業として市民の皆さんにその一部または
全部を委託する方法をとっています。市民の皆さんのボランタリー精神のもと、
市が直接実施するよりもきめ細やかな清掃や除草活動が行われ、愛着を育みな
がら役割分担が進んでいます。
　公園などは、市民の皆さんに潤いと安らぎを与える憩いの場であるとともに、
地域のイベントやレクリエーションにも利用されるなどふれあいの場でもあり
ます。また、災害時の避難場所としても重要な役割を担っています。
　今後も、多くの方々から親しまれる公園を目指し、市民の皆さんとの協働に
よる環境整備を推進していきます。

安心で快適な道路環境へ向けて！

　住みよいまちづくりのために、社会基盤となる道路の環境整備を進めること
は、市と地域の共通課題です。現在、鳴門市が管理する道路（市道）は市内全体
で2,490路線（総延長約587㎞）あります（４月１日現在）。これら全ての市道の状
況を把握し、適切に維持管理を行うことは、行政だけでは難しいことから、市
民の皆さんとの協働が全国各地で行われています。
　本市でも、平成21年１月より「鳴門市道路アドプト事業」を実施し市民の皆さ
んと共に市道の環境整備を行っています。道路アドプト事業とは、市道におい
て地元の事業所や市民の皆さんが空き缶やごみ拾い、草刈りや側溝の土などの
除去作業を行うボランティア活動です。誰もが簡単に参加できることからボラ
ンティアを始めるきっかけになるとともに、集まったごみなどを行政が処理す
ることから、地域をきれいにする「協働」の取り組みとして注目されています。
　これからも身近な生活道路である市道を市民の皆さんと共に大切にしていけ
るよう、道路アドプト事業を通してボランティア活動の支援に努めますので、
市内の事業所や地域団体の皆さんの参加をお願いします。 （詳しくは、土木課 管
理担当☎684・1166まで）

12平成24年５月号
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高知県
　早明浦ダム

取水

蛇口

給水管
配水管

水源

蛇口

鳴門市浄水場

取水 配水池

旧
吉
野
川

吉
野

川

配配水管
管管管給水管管給水管

鳴門市の
水道事業について

連 載

第1回

〜 皆さんの生活に必要な水道水ができるまでの流れについて
連載で詳しくお伝えしていきます 〜 　　　

●水源から家庭まで･････
　旧吉野川から取水された水は、
浄水場内にある沈殿池、ろ過池
を通りながらきれいな水となり、
塩素という薬品で消毒して飲め
る水にします。
　このようにして作られた水は、
市内の配水池に送られてから配
水管を通って皆さんのご家庭に
届けられています。

●安心して飲める水に･････
　川や湖の水、地下水などは、そのままでは飲めません。
　そこで浄水場施設で安心して飲める水に作り替えて、皆さんのご家庭へお届けしています。

北泊配水池

島田配水池

鳴門公園
配水池

島田島高区
配水池

中山配水池

粟田配水池

妙見山配水池

中央配水池

木津中継
ポンプ場

大谷配水池

鳴門市浄水場

平草配水池

高松自動車道

平草高区
　配水池

桧配水池

ウチノ海

瀬戸内海

折野配水池

△天ヶ津峰
△大麻山

鳴門競艇場
●

ＪＲ
鳴門駅

鳴門Ｉ.Ｃ

●ＪＲ池谷駅

●

１番札所
 霊山寺

●

●
２番札所
極楽寺

大
麻
比
古
神
社 

●
ドイツ館 ●

　　●
妙見山公園

●
福池受水槽

鳴門複合産業
団地配水池

葛城配水池

● 四方見橋
　 減圧槽

ソフトノミックス
配水池

鳴門
スカイライン

神
戸
淡
路
鳴
門

自
動
車
道

撫
養
港

旧
吉
野
川

国
道
11
号 栗

津
港

鳴門市浄水場
（板野郡北島町高房）

■問い合わせ先　企業局水道事業課　☎088・685・3330
Ｅメール suidojigyo@city.naruto.lg.jp

※次回は「浄水場のしくみ」について詳しくご紹介します。

凡　例

道　　路

鳴門市行政区域

導・送水管

上水道給水区域

　250以下配水管

　300以上配水管

鳴門市内の各配水池

～ 皆さんのご家庭や学校などへ ～
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内
閣
府
は
、
平
成
24
年
３
月
31
日

に
中
央
防
災
会
議
の「
南
海
ト
ラ
フ

の
巨
大
地
震
モ
デ
ル
検
討
会
」が
示

し
た「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に

よ
る
震
度
分
布
・
津
波
高
」の
推
計

結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
、今
後
、

地
震
・
津
波
の
想
定
を
行
う
に
当
た

り
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し
た

最
大
ク
ラ
ス
の
巨
大
な
地
震
・
津
波

を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
な
ど

の
考
え
の
も
と
に
推
計
し
、
本
市
に

お
い
て
は
、
最
大
震
度
７
、
最
大
津

波
高
７・
７
㍍
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
推
計
結
果
は
、
南
海
ト
ラ

フ
沿
い
に
お
い
て
次
に
起
こ
る
地

震
・
津
波
を
予
測
し
て
検
討
し
た
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
、
今
後
30
年
以

内
に
約
60
％
程
度
の
確
率
で
発
生
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る「
南
海
地
震
」を

対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
今
後
、
詳
細
な
震
度
分
布
や
浸
水

域
や
浸
水
高
な
ど
が
随
時
公
表
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成

15
年
に
中
央
防
災
会
議
が
示
し
た
本

市
の
最
大
震
度
６
弱
か
ら
７
へ
と
震

度
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
防
災
・
災
害
対
策

が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
消
防
団
や
各
地

区
の
自
主
防
災
会
、
自
治
振
興
会
な

ど
の
関
係
機
関
に
対
し
て
推
計
結
果

　
市
で
は
、
震
災
時
の
家
具
転
倒
事

故
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
に
、
一
定

の
条
件
を
満
た
す
世
帯
に
対
し
て
家

具
の
転
倒
防
止
器
具
の
設
置
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
地
震
に
よ
る
被

害
を
少
な
く
す
る
た
め
、
さ
ら
に
見

直
し
、
対
象
世
帯
に
未
就
学
児
が
い

る
世
帯
を
追
加
し
、
次
の
と
お
り
と

し
ま
し
た
。

【
変
更
後
の
対
象
世
帯
】

①
65
歳
以
上
の
方
が
い
る
世
帯

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、昨
年
10
月
に
策
定
し
た「
地

震
津
波
推
進
計
画
」の
中
で
も
、
今

後
の
検
討
会
な
ど
の
検
討
結
果
を
持

つ
こ
と
な
く
実
施
可
能
な
家
具
転
倒

防
止
策
の
推
進
や
自
主
防
災
会
の
結

成
・
活
動
の
促
進
な
ど
に
つ
い
て
一

層
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
の
推
計
結
果
の
詳
細
を
確
認

し
た
い
場
合
は
、
徳
島
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い（
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→「
防
災
」→「
安
心

と
く
し
ま
」→「
南
海
地
震
」→「
お
知

ら
せ
」）。

②
要
支
援
・
要
介
護
の
い
ず
れ
か
の

認
定
を
受
け
た
方
が
い
る
世
帯

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
方
が
い
る
世
帯

④
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
が
い
る
世
帯

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
方
が
い
る
世
帯

⑥
未
就
学
児
が
い
る
世
帯

【
募
集
】１
０
０
世
帯（
先
着
順
）

※
１
世
帯
１
回
に
限
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】市
役
所
危

機
管
理
課　
☎
６
８
４・１
７
１
１

未
就
学
児
が
い
る
世
帯
も
対
象
に

家
具
転
倒
防
止
策
の
支
援
を
拡
大
し
ま
す

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
モ
デ
ル
検
討
会
が
推
計
結
果
を
公
表

震
災
に
備
え
、ま
ず
は
家
具
の
転
倒
防
止
か
ら
!
　

＊次の場合、環境政策課に連絡してください。
①飼い犬が死亡したとき②犬の飼い主が変わったとき③転
居などで犬の所在地が変更になったとき④半年以上、行方
不明になっているとき
【連絡先】市環境政策課　☎６８３･７５７１

場　　　　　　所 時　間
板東連絡所前 10:00～10:15
大浦漁港ふれあい広場 10:00～10:15
堀江北小学校前 10:25～10:45
瀬戸連絡所前 10:30～10:45
大津中央公民館前 10:55～11:10
高島渡船場前 11:00～11:30
鳴門市営バス車庫前 11:20～11:35
うずしおふれあい公園北側 11:40～12:00
里浦公民館前 11:45～12:00

狂犬病予防注射と飼い犬の登録
　地区計画原案の縦覧および説明会を次の
とおり実施します。この原案について、意
見のある地権者等は、６月20日（水）までに
意見書を提出できます。
■地区計画原案の概要
　【名称】　国道28号沿道地区（木津野・吉永）
　　　　　地区計画
　【区域】　大津町木津野および吉永の一部
■原案の縦覧
　【日時】５月22日（火）～６月５日（火）
　　　　（ただし、土・日を除く）
　　　　午前８時30分～午後５時15分
　【場所】　市役所まちづくり課
　　　　　（共済会館２階） 
■説明会
　【日時】　①５月22日（火）午後２時～
　　　　　②５月22日（火）午後７時～
　　　　　③５月24日（木）午前10時～
　【場所】　市役所共済会館３階　大会議室
問 市役所まちづくり課　☎684・1171

徳島東部都市計画地区計画（原案）の
縦覧および説明会のお知らせ　生後91日以上の犬は、犬の登録（生涯1回）と毎年1回の狂

犬病予防注射を受けることが狂犬病予防法で義務付けられ
ています。4月に予防注射を受けていない、または犬の登録
をされていない飼い主の方は、必ず受けさせてください。
一頭あたりの料金　注射＝3，000円　新規登録＝3，000円
【期　日】　５月20日（日）＊雨天決行

自主防災会連絡協議会での説明
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鳴
門
市
で
は
、
男
女
が
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
助
け
合
い
、
支

え
合
い
、
幸
せ
を
分
か
ち
合
う
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
的
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
総
合
的
・

計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
基

本
的
事
項
を
定
め
る「
鳴
門
市
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例（
仮
称
）」の
制

定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
条
例
を

制
定
す
る
に
当
た
り
、
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
策
定
審
議
会
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】３
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

【
報
　
　
酬
】審
議
会
１
日
に
つ
き

５
千
円

【
委
員
任
期
】平
成
24
年
６
月
～
25
年

１
月
末
予
定（
４
回
程
度
開
催
予
定
）

【
応
募
資
格
】

①
市
内
在
住
・
在
勤
、
在
学
す
る

18
歳
以
上
の
方

②
人
権
問
題
の
解
消
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
推
進
に
意
欲
的
な
方

な
ど
の
要
件
を
満
た
す
方

【
申
込
方
法
】

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

に
て
ご
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
５
月

18
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
７
２
・
８
５
０
１　
撫
養
町
南

浜
字
東
浜
１
７
０　

市
役
所
人
権

推
進
課　

☎
６
８
４
・
１
０
９
５

／
FAX
６
８
４
・
１
３
７
０
／
Ｅ
メ
ー
ル

jinkensuishin@
city.naruto.lg.jp

いらなくなった家電は「正しく」リサイクル!
『家電リサイクル法』対象家電の処理について

エアコン テレビ 冷蔵・冷凍庫 洗濯機・衣類乾燥機

2,100円 16型以上　2,835円
15型以下　1,785円

171㍑以上 4,830円
170㍑以下 3,780円 2,520円

それぞれのリサイクル料金（消費税込み）

『家電リサイクル法』対象以外（パソコンを除く）
家電の処理について
　上記対象の家電製品は、クリーンセンター
へ直接持ち込んでください。
処理手数料　小型家電製品…１台    500円
　　　　　　大型家電製品…１台  3,000円

不要品回収業者を利用するのは止めましょう
　不要品回収業者が引き取った家電製品は、
ほとんどがきちんと処分されず、環境汚染に
つながっています。また、「無料だと思って頼
んだら、車に積んだ後で料金を請求された」
など、国民生活センターに多くの相談が寄せ
られています。

家庭用パソコンの処分方法
○対象製品メーカー各社の回収受付窓口に申

し込んでください。連絡先については製品
に同梱されるマニュアルやＪＥＩＴＡでご
確認ください。

○対象製品のメーカーが事業撤退・倒産した
場合、自作パソコンなどについては、回収
するメーカーなどが存在しないことから、

「一般社団法人　パソコン３Ｒ推進協会」（☎
03・5282・7685）へ申し込んでください。

～
女
男（
と
も
）に
生
き
る
　
凛
と
し
て
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
～

　
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
策
定
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

５月のクリーンセンター業務案内
　３日（木・祝）と４日（金・祝）は、
ともにクリーンセンター業務（ごみ
収集・持ち込み受付）は休みです。
お間違いのないようお気を付けくだ
さい。

平成23年度の家庭系ごみ量の集計結果
燃やせるごみ・10,000トン（前年＋253トン）
燃やせないごみ・2，669トン（前年＋35トン）
合計・12，669トン前年＋288トン）
　燃やせるごみ・燃やせないごみと
もに前年より微増しましたが、市で
は引き続きごみの減量・資源化を積
極的に推進します。市民の皆さんの
さらなるご協力をお願いします。

問 市クリーンセンター廃棄物対策課
　 ☎６８３･７５７３

●㈱旭金属
　徳島市東沖洲1丁目1-2　☎664･8908
●日本通運㈱徳島支店  徳島沖州事業所松茂倉庫
　板野郡松茂町中喜来字稲本183  ☎699･6834
※メーカー問わず引取可能、持ち込み可能な

日時などは直接ご確認ください。

家電リサイクル対象品目の処分方法
①お店に引取ってもらう：「買ったお店」か「新品に買い換
えるお店」に、「リサイクル料金」と「（お店の）収集・運搬料
金」を支払って処理してください。「リサイクル料金」は、
メーカーが対象製品をリサイクルするために使う費用で、
ほとんどのメーカーが上記の金額を設定しています。「収
集・運搬料金」は、お店が対象製品を引き取り、引取場所
まで運搬するための費用であり、この金額は、お店ごと
に設定しています。
②市クリーンセンターに持ち込む：「購入したお店が廃業
した」「引越しなどでお店が遠方になった」などの事情があ
れば、市クリーンセンターへ直接持ち込む方法もありま
す。「リサイクル料金」を郵便局で支払い、受け取った書類
を添えて持ち込み、「運搬手数料」1,900円をクリーンセン
ターに支払います。
③引取場所に持ち込む：対象製品を引取場所に直接持ち
込む方法もあります。「リサイクル料金」を郵便局で先に支
払った後、受け取った書類を添えて右上引取場所に持ち
込んでください。「収集・運搬料金」はかかりません。本市
から近い引取場所は右上の２カ所です。
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里
浦
地
区
住
民
に
よ
り｢

不
法
投

棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
隊｣

が
結
成
さ

れ
、
そ
の
発
足
式
が
３
月
28
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
地
区
住
民

･

不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
連
絡

協
議
会･

鳴
門
警
察
署･
県･
市
が
出

席
し
資
機
材
の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
の
後
、
重
点
地
域
に
不

法
投
棄
防
止
啓
発
看
板
を
設
置
し
ま

し
た
。
今
後
は
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発

活
動
に
努
め
、
不
法
投
棄
撲
滅
を
目

指
し
ま
す
。

　
市
内
各
所
で
結
成
さ
れ
て
い
る
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
昨
年
度
、
環
境
の

保
全
や
創
造
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体

と
し
て
県
か
ら「
と
く
し
ま
環
境
県

自
分
た
ち
の
手
で
鳴
門
の
環
境
を
守
る

民
会
議
表
彰
」（
県
内
26
団
体
、
個
人

10
人
）を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
市
内

に
は
、
他
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
鳴
門
西
が「
と
く
し
ま
環
境

賞（
知
事
表
彰
）」（
県
内
３
団
体
、
個

人
４
人
が
受
賞
）、
鳴
門
市
環
境
衛

生
組
合
連
合
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中

央
が
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
同
じ
表
彰
を

受
け
て
い
ま
す
。

ドイツ語初級講座
【と　　き】　６月７日～10月４日の毎週木曜日
　　　　　　午後７時～８時まで
【と こ ろ】　ドイツ館（小会議室）
【内　　容】　基本的な文法を紹介し、挨拶や何かを聞
　　　　　　くときに役立つドイツ語を勉強します。
【参加資格】　ドイツ語を勉強したことがない方
　　　　　　（市内在住・在勤の方優先）

Guten Tag
グーテン・ターク

国際交流員の

Robert Telschig
ロバート・テルシッグ ドイツ語中級講座

【と　　き】　６月９日～10月上旬の毎月第二土曜日
　　　　　　午前10時30分～正午まで

【と こ ろ】　ドイツ館（小会議室）
【内　　容】　毎回ドイツに関することについて話しながら、
　　　　　　楽しくドイツ語能力を上達させましょう。

【参加資格】　ドイツ語会話をレベルアップさせたい方
　　　　　　（市内在住・在勤の方優先）

【申し込み】　５月18日（金）までに市ドイツ館
（☎689・0099/FAX689・0909/Eﾒ ｰ ﾙdoitukan@city.na
ruto.lg.jp）へ。  ※定員になり次第締め切ります。

です。

◆旅行中国語入門講座受講生募集
　中国語初心者のために旅行中国語入
門講座を開催します。張家界の世界遺
産に触れながら龍さんと一緒に旅行会
話を学びませんか。

【と　き】　６月８日（金）～11月末までの
　　　　　毎金曜日 午後３時～４時まで

【ところ】　市役所経済棟２階会議室
【受講料】　無料（教科書代などは必要）
【申し込み】　５月18日（金）までに鳴門ダイ
バーシティクラブ（☎６７８･６１１７／FAX６８３
･０２７０／Eメール：ndc2011@ace.ocn.
ne.jp）へ。 ※申込者多数の場合は抽選

問 市役所文化交流推進課  ☎684･1150

日中友好の橋渡し役に　～国際交流員　龍さんが着任しました～

いっしょに楽しくドイツ語を勉強しませんか？

写
真
右
：
右
側
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中
央

乾
さ
ん
、
市
環
境
衛
生
組
合
連
合
会　
藤

村
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
鳴

門
西　
橋
本
さ
ん
、
市
不
法
投
棄
監
視
パ

ト
ロ
ー
ル
隊　
佐
藤
さ
ん

写
真
上
：
里
浦
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
よ

る
看
板
設
置
の
模
様

　平成23年10月に鳴門市と友好都市
提携を結んだ中国・張家界市から４
月13日、龍

りゅう

騰
とう

蛟
こう

さんが国際交流員と
して着任しました。任期は１年間。
観光振興課で勤務し、張家界市との
連絡調整や翻訳、通訳業務を行い両
市の交流を推進するほか、中国語講
座などを開き、市民の皆さんと交流
します。
　鳴門を初めて訪れた龍さんは、そ
の印象を「人が親切。また、生まれて
初めて見る海に感動しました」と話す

とともに、 「たくさんの人と交流を深め、張家界市のことを紹介
したい。また、大谷焼の作陶や夏の阿波おどりも体験してみたい」
と笑顔で抱負を語ってくれました。
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瀬
戸
幼
稚
園
で
黄
色
い
帽
子
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
４
月
11
日
、
新
入
園

児
に
帽
子
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
は
、
子
ど
も
た
ち
が
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
と
、
市
が

昭
和
44
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
度
は
市
内
の
幼
稚
園
・

小
学
校
の
新
入
園
児
・
新
入
学
生

８
７
１
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
泉
市
長
ら
来
賓
か
ら
帽
子
を
贈
ら

れ
た
新
入
園
児
た
ち
は
、
全
員
で
声

を
合
わ
せ
て「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」と
元
気
に
お
礼
を
言
い
、

誇
ら
し
げ
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
。

　

４
月
６
日
～
15
日
ま
で
の
10
日

間
、
恒
例
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
運
動

期
間
中
の
初
日
、
国
道
28
号
線
の
木

津
野
交
差
点
か
ら
市
役
所
ま
で
の
約

２
㌔
間
で
、
市
交
通
安
全
協
会
の
会

員
や
沿
道
の
事
業
所
、
市
民
の
皆
さ

ん
ら
約
５
０
０
人
が
の
ぼ
り
旗
・
プ

レ
ー
ト
な
ど
を
手
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

運
動
期
間
中
、
県
内
で
の
死
亡
事
故

は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

交
通
安
全
を
訴
え
る
２
０
０
０
㍍
人
の
波

日
赤
県
支
部
か
ら
災
害
用
移
動
炊
飯
器
贈
ら
れ
る

　
４
月
18
日
、
日
本
赤
十
字
社
徳
島

県
支
部
か
ら
鳴
門
市
地
区
へ
配
備
す

る
災
害
用
移
動
炊
飯
器
の
贈
呈
式

が
、
関
係
者
約
70
人
参
加
の
中
、
鳴

門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
炊
飯
器
は
、
日
赤
県
支
部
が

平
成
19
年
よ
り
県
内
各
地
域
に
配
備

し
て
お
り
、
今
回
、
株
式
会
社
大
塚

製
薬
工
場
か
ら
日
赤
県
支
部
を
通
じ

て
鳴
門
市
地
区
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
後
、
同
会
場
で
日
赤
社
費

募
集
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
て
黄
色
い
帽
子
贈
呈
式

社会人としての門出を祝う　就職者激励大会
　この春、市内の事業所に就職した方の激励大会が４月10日、鳴
門地域地場産業振興センターで開かれました。
　これは、若者たちの実社会への門出を祝い、流動する若年労働
者の定着化を図り、市内の雇用促進と商工業の発展に寄与するた
め、鳴門商工会議所と大麻町商工会、市が毎年開いているものです。
　式典には、新社会人39人が10事業所から出席。関係者からの温
かい激励を受けました。その後、異なる事業所間の交流を目的と
して懇談会が開かれ、式典での真剣な表情とは異なり、出席者ら
は和やかな表情で歓談していました。

北
灘
さ
か
な
市
オ
ー
プ
ン
１
周
年

　
Ｊ
Ｆ
北
灘
さ
か
な
市
で
４
月
15

日
、
オ
ー
プ
ン
１
周
年
記
念
祭
が
開

か
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
同
会
場
は
大
浦
漁
港
の
隣

に
位
置
し
、
獲
れ
た
て
の
海
産
物
の

販
売
や
海
鮮
丼
が
人
気
で
、
オ
ー
プ

ン
当
初
か
ら
大
型
の
観
光
バ
ス
が
立

ち
寄
る
な
ど
、
県
外
か
ら
の
観
光
客

に
も
好
評
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
鳴
門
鯛
や
鳴
門
わ
か

め
の
入
っ
た
み
そ
汁
が
無
料
で
振
る

舞
わ
れ
、
来
場
者
の
お
腹
と
心
を
満

足
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
、
北

灘
漁
協
組
合
女
性
部
の
作
っ
た
鯛
の

塩
焼
き
や
鯛
め
し
に
多
く
の
人
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
う
さ
か
な
市

の
ぼ
り
旗
を
持
ち
交
通
安
全
を

呼
び
掛
け
る
参
加
者  　
　
　

黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
り　

笑
顔
を
浮
か
べ
る
園
児
ら

新社会人代表で謝辞を述べる 　　
鳴門塩業株式会社　岡野 佑貴さん

写
真
上
：
贈
ら
れ
た
炊

飯
器
／
写
真
右
：
社
費

募
集
説
明
会
の
様
子



講
座・教
室・試
験
な
ど

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

●
切
り
絵
教
室

　

リ
サ
イ
ク
ル
紙
な
ど
を
使
っ
て「
切

り
絵
」を
作
り
ま
す
。

【
と

き
】５
月
９
日（
水
）、
５
月
16
日

（
水
）午
後
２
時
～
４
時
ま
で

【
募

集
】15
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】デ
ザ
イ
ン
ナ
イ
フ
、
毛
筆
用

筆
ペ
ン

●
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

　

想
い
で
の
布
で「
夏
の
お

し
ゃ
れ
な
バ
ッ
グ
」を
作
り
ま
し
ょ
う
。

【
と

き
】５
月
17
日（
木
）、
５
月
31
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
募

集
】10
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】表
布
35
㌢
×
80
㌢ 

１
枚
、
裏

布
35
㌢
×
80
㌢ 

１
枚
、
ピ
ー
ス
ワ
ー
ク

布
15
㌢
×
20
㌢ 

８
種
類
程
度
、
接
着
キ

ル
ト
芯 
35
㌢
×
80
㌢ 

１
枚
、
裁
縫
道
具

（
針
、
糸
、
は
さ
み
、
筆
記
用
具
な
ど
）

【
と
こ
ろ
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
３
階

環
境
学
習
館

【
申
し
込
み
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
環

境
学
習
館　
☎
６
８
３・７
５
６
８

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
講
座

【
と

き
】６
月
７
日
～
11
月
末
の
毎
週

木
曜
日

【
と
こ
ろ
】特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
お

あ
さ
苑

【
取
得
資
格
】介
護
員
２
級
資
格

【
対

象
】全
日
程
に
出
席
可
能
な
方
20
人

【
受
講
料
】無
料（
テ
キ
ス
ト
代
の
み
自

己
負
担
）

【
申
し
込
み
】５
月
７
日（
月
）ま
で
に
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
お
あ
さ
苑（
☎

６
８
９・３
７
８
８
）へ
。

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
短
期
講
座

■
英
会
話 

※
定
員
20
人

【
と

き
】５
月
24
日
～
７
月
12
日
の
毎

週
木
曜
日
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

■
浴
衣
着
付 

※
定
員
20
人

【
と

き
】６
月
１
日
～
７
月
20
日
の
毎

週
金
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
大
谷
焼 

※
定
員
20
人

【
と

き
】６
月
14
日
～
８
月
２
日
の
毎

週
木
曜
日
午
後
６
時
30
分
～
９
時

※
土
お
よ
び
焼
成
代
金
が
別
途
必
要

【
対

象
】市
内
在
住
・
在
勤（
お
お
む

ね
30
歳
ま
で
）の
勤
労
青
少
年

【
申
し
込
み
】火
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
午

後
１
時
～
８
時
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
☎
６
８
５・
５
１
７
９
）へ
。
※
新
規

加
入
者
は
利
用
者
協
議
会
費
千
円
が
必

要
。
他
の
講
座
な
ど
の
詳
細
は
広
報
な

る
と
３
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

杉
の
子
学
校（
前
期
）参
加
者
募
集

　
子
ど
も
会
活
動
、
何
を
し
た
ら
い
い

の
か
な
。
そ
ん
な
疑
問
に
答
え
る
の
が

「
杉
の
子
学
校
」で
す
。
今
回
は
主
に
災

害
時
に
使
え
る
知
識
や
道
具
に
つ
い
て

学
習
・
体
験
し
ま
す
。
楽
し
く
学
び
、

そ
の
体
験
を
自
分
の
た
め
や
地
域
の
子

ど
も
会
活
動
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
。

【
と
き
／
と
こ
ろ
／
内
容
】

■
５
月
18
日（
金
）午
後
７
時
30
分
～
９

時
／
市
役
所
共
済
会
館
／
夏
の
応
急
処

置
法
・
ゲ
ー
ム 
■
20
日（
日
）午
前
10

生
活（
暮
ら
し
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

◆
学
習
机

◆
木
製
押
し
車（
カ
タ

カ
タ
、
１
歳
以
上
）

※
以
上
無
料

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
エ
ア
コ
ン

【
問
】市
消
費
者
協
会 

☎
６
８
６･
３
７
７
６

若
年
無
業
者
無
料
相
談（
予
約
制
）

【
と

き
】５
月
24
日（
木
）午
後
１
時
～

５
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
分
庁
舎
２
階
会
議
室

【
問
】徳
島
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン　
☎
６
０
２･

０
５
５
３

出
張
年
金
相
談

　
年
金
記
録
、
各
種
の
年
金
に
関
す
る

「
社
会
保
険
労
務
士
の
無
料
相
談（
予
約

制
）」を
開
催
し
ま
す
。

【
と

き
】５
月
17
日（
木
）午
前
10
時
～

午
後
３
時　

※
次
回
は
６
月
19
日（
火
）

【
と
こ
ろ
】市
役
所
本
庁
１
階

【
申
し
込
み
】徳
島
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
１
２
０・９
６
７
９
５
１

【
問
】徳
島
北
年
金
事
務
所　
☎
６
５
５

・
０
９
２
０

相　談　名 日　　　　　　時 場　　　　　　所 問　い　合　わ　せ
行 政 相 談 ５月11日㈮ 午後１時〜４時 市役所１階市民相談室 秘　書　広　報　課（☎684・1118）

人 権 相 談 ５月18日㈮ 午後１時30分〜４時30分 市役所本庁１階　第一会議室 人  権  推  進  課（☎684・1148）
（ 電 話 相 談  ☎684・1548）

成年後見制度相談 ５月16日㈬ 午後１時30分〜３時30分（基本予約） 市役所本庁１階会議室 長　寿　介　護　課（☎684・1175）

女 性 相 談 月〜金曜　午前８時30分〜午後５時 女性子ども支援センター 女 性 子 ど も 支 援 セ ン タ ー
（☎684・1413）５月16日㈬、30日㈬午後１時〜４時（要予約） 人権福祉センター2階会議室

心 配 ご と 相 談 毎週金曜の午前９時〜午後３時 老人福祉センター心配ごと相談所 市社会福祉協議会（☎685・7170）
身 体 障 害 者 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜正午 市身体障害者会館 身 体 障 害 者 会 館（☎686・4144） 
Ｎ Ｐ Ｏ 相 談 月〜金曜（祝日、年末年始は休み）午後１時〜６時 老人福祉センター１階ボランティアセンター 市民活動支援センター（☎685・7170）
消 費 生 活 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜午後３時30分 消費生活センター 消費生活センター（☎686・3776）

暮らしの相談お気軽に無 料 相 談

　ＣＵＤ（カラーユニバーサルデザ
イン）とは、多様な色覚を持つさま
ざまな人に配慮して、なるべく全
ての人に情報が正確に伝わるよう
に利用者側の視点に立って作られ
たデザイン（配色）のことです。

ＣＵＤに配慮した「広報なると」の紙面作りを目指して
　本市では職員研修などを行い、
ＣＵＤに配慮した広報紙やパンフ
レット作りに取り組んでいます。
本紙面の色遣いなどについてお気
付きの点がありましたら、市役所
秘書広報課（☎684・1118）へ。
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ラ
テ
ン
語
入
門
講
座

【
と

き
】５
月
12
日（
土
）午
後
１
時
か
ら

【
と
こ
ろ
】「
カ
フ
ェ
・
ラ
・
パ
レ
ッ
ト
」

鳴
門
町
高
島
字
北
５
７
７

【
講

師
】鳴
門
教
育
大
学　
清
野　
茂

博　
名
誉
教
授

【
受
講
料
】無
料

（
た
だ
し
入
場
料
４
０
０
円
必
要
）

【
資

料
】当
日
配
布

（
コ
ピ
ー
代　
１
枚
５
円
必
要
）

【
問
】清
野　
☎
６
８
７・３
７
１
５

催
し

新
池
川
の
浄
化
活
動
参
加
者
募
集

　
Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
に
よ
る
新
池
川
の
浄
化

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】５
月
30
日（
水
）午
前
10
時
か
ら

【
集
合
場
所
】鳴
門
警
察
署
西
側
広
場

【
問
】新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会　
乾

☎
０
９
０・３
１
８
１・１
４
０
２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
セ
ミ
ナ
ー

　
大
河
ド
ラ
マ「
平
清
盛
」を
テ
ー
マ
に

ド
ラ
マ
で
時
代
考
証
を
担
当
す
る
講
師

を
招
い
た
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

【
と

き
】６
月
17
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

【
と
こ
ろ
】市
ド
イ
ツ
館

【
講

師
】神
戸
大
学　
髙
橋　
昌
明

名
誉
教
授

【
申
し
込
み
】郵
便
往
復
は
が
き（
私
製

を
除
く
）の「
往
信
用
裏
面
」に
、（
１
）郵

便
番
号（
２
）住
所（
３
）名
前（
４
）電
話

番
号
を
、 「
返
信
用
表
面
」に
、（
１
）郵

便
番
号（
２
）住
所（
３
）名
前
を
記
入
し

時
～
午
後
２
時
／
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合

公
園
／
災
害
時
に
役
立
つ
体
験
学
習
・

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
体
験

【
募

集
】40
人
程
度（
子
ど
も
会
活
動

を
楽
し
く
し
た
い
方
、
大
人･

子
ど
も

問
い
ま
せ
ん
）　
※
参
加
無
料

【
申
し
込
み
】申
込
み
用
紙
ま
た
は
電
話

で
５
月
15
日（
火
）ま
で
に
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
人
権
課（
☎
６
８
６･

８
８

０
７
）へ
。

市
シ
ル
バ
ー
大
学
校
開
講　
参
加
無
料

【
対

象
】市
内
在
住
で
昭
和
27
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
期

間
】６
月
～
平
成
25
年
３
月

【
と
こ
ろ
】老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
定

員
】２
０
０
人

【
申
し
込
み
】５
月
25
日（
金
）ま
で
に
往

復
は
が
き
で
市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎

６
８
５・７
１
７
０
）へ
。
※
入
学
案
内

な
ど
の
資
料
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

ほ
か
、
市
役
所
受
付
、
市
内
各
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。

普
通
救
命
講
習

【
内

容
】心
肺
蘇
生
法（
胸

骨
圧
迫
、
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
）、

異
物
除
去
、
止
血
法
、
そ
の
他
応
急
手
当

【
と

き
】６
月
17
日（
日
）午
前
９
時
～

正
午

【
と
こ
ろ
】鳴
門
市
消
防
本
部
３
階

【
対

象
】市
内
在
住
・
在
勤
で
15
歳
以

上
の
方　
※
定
員
先
着
10
人
、
事
前
申

込
要（
締
切
５
月
31
日（
木
））

【
問
】市
役
所
消
防
本
部

☎
６
８
４ 

・
１
６
４
０

次
の
宛
先
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

〒
７
７
０・
８
５
４
４　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島

放
送
局「
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」係　
５
月
25

日（
金
）必
着

【
問
】Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
公
開
セ
ミ

ナ
ー
係
☎
６
２
６・５
９
９
６
／
市
役
所

文
化
交
流
推
進
課
☎
６
８
４・１
１
９
９

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
公
園
端
午
の
節
句

【
と

き
】５
月
10
日（
木
）ま
で　
午
前

９
時
～
午
後
５
時

【
内

容
】五
月
人
形
約
１
０
０
体
を
鳴

門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
内
に
展
示
し
ま
す
。
※
５
月
５
日

（
土
）子
ど
も
の
日
の
午
前
10
時
か
ら
柏

餅
を
先
着
４
０
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
ま
た
、同
日
午
前
11
時
か
ら「
す

み
れ
会
」に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
も

あ
り
ま
す
。

【
問
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
☎
６
８

７･

３
１
７
５

戦
没
者
追
悼
式
に
ご
参
加
を

【
と

き
】５
月
10
日（
木
）午
前
10
時
か
ら

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館（
鳴
門
駅
か
ら
会

場
ま
で
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
）

【
問
】市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
☎
６
８

４・１
１
４
０

鳴
門
市
民
劇
場｢

樫
の
木
坂
四
姉
妹｣

【
と

き
】５
月
23
日（
水
）午
後
６
時
30

分
開
演

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館

【
出

演
】大
塚
道
子
、
岩
崎
加
根
子
、

川
口
敦
子 
ほ
か

　放送チャンネル・時間はリビング鳴門
の番組表をご覧ください。

テレビ広報なると
▶５月10日まで　データ放送の利用方法
　　　　　　　　 ／市議会の紹介
▶５月11日から　５月は消費者月間

鳴門ビデオボランティア制作番組
▶５月10日まで
①海辺のスケッチ　豊田三郎（板東）
②鳴門市へ福祉車両の寄付　山内茂雄（岡崎）
▶５月11日から
①鳴門のわかめ　杉本勲（徳島市）
②牡丹の寺　藍住・法音寺　豊田三郎（板東）

市民チャンネル番組ガイド

【
入
場
料
】５
０
０
０
円（
入
会
金
２
５
０

０
円
、
月
会
費
２
５
０
０
円
）※
入
会

が
必
要
、
問
い
合
わ
せ
は
市
民
劇
場
事

務
局（
☎
／
FAX
６
８
４･

１
７
７
７
）へ
。

地
域
ふ
れ
あ
い
感
謝
デ
ー
音
楽
祭

【
と

き
】５
月
18
日（
金
）午
後
５
時
30

分
開
場
／
午
後
６
時
30
分
開
演

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館
※
入
場
無
料

【
出

演
】海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
。
市
役
所

１
階
総
合
案
内
、市
文
化
会
館
で
配
布
。

【
問
】市
役
所
市
民
課
☎
６
８
４
・
１
２

０
２

和
菓
子
作
り
＆
お
茶
会
＆
サ
ッ
カ
ー

　
観
戦
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

【
と

き
】６
月
９
日（
土
）午
前
11
時
45

分
～
午
後
５
時
45
分

【
と
こ
ろ
】市
内
和
菓
子
店
、
鳴
門
・
大

塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
内

【
参
加
費
】男
性
３
０
０
０
円
、
女
性
２

０
０
０
円　
※
当
日
集
金

【
参
加
条
件
】未
婚
で
年
齢
40
歳
ま
で
の

男
性
10
人
、
女
性
10
人（
男
性
は
市
内

在
住
・
在
勤
の
方
に
限
る
）※
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選

【
申
し
込
み
】５
月
18
日（
金
）ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

【
問
】鳴
門
商
工
会
議
所

☎
６
８
５・３
７
４
８

今月の納期
固定資産税 第１期
軽自動車税 全　期
5月31日（木）ま で に
市役所税務課または
指定金融機関で収め
てください。
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ス
ポ
ー
ツ

鳴
門
町
高
島
一
周
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

【
内

容
】平
地
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
８
・
５
㌔

【
と

き
】５
月
13
日（
日
）午
前
９
時
～

11
時
20
分
頃
ま
で（
小
雨
決
行
）

【
集
合
場
所
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

【
申
し
込
み
】当
日
受
付　
午
前
８
時
40

分
～
50
分　

※
参
加
費
２
０
０
円（
中

学
生
以
下
無
料
）

【
準
備
物
】帽
子
・
タ
オ
ル
・
リ
ュ
ッ
ク

･

水
筒･

雨
具

※
記
念
品
と
軽
食
を
お
渡
し
し
ま
す
。

【
問
】市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会 

緒
方

　
☎
０
９
０・８
６
９
５・３
３
７
３

卓
球
教
室

　
市
卓
球
協
会
で
は
、
市
民
会
館
で
卓

球
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

【
と

き
】６
月
６
日
～
３
月
末
ま
で
の

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

※
会
場
の
都
合
で
変
更
あ
り

【
問
】市
卓
球
協
会　
松
本　
☎
６
８
８

・
０
３
０
２

ド
イ
ツ
館

ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
祭
り 

※
入
場
無
料

　
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
約
１
０
０
種
類
を
中

心
と
し
た
ド
イ
ツ
の
物
産
展
。
試
飲
も

ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ド

イ
ツ
ワ
イ
ン
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。

【
と

き
】５
月
３
日（
木
）～
５
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
問
】市
ド
イ
ツ
館 

☎
６
８
９･

０
０
９
９

ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
ワ
イ
ン
初
心
者
か
ら
上
級
者
の
方
で

も
楽
し
め
る
美
味
し
い
知
識
を
気
軽
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

【
と

き
】５
月
３
日（
木
）～
５
日（
土
）

午
後
２
時
～
３
時

【
講

師
】ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
醸
造
家　

ジ
ャ
ン
・
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ブ
シ
ャ
ー
氏

【
参
加
費
】１
０
０
０
円

【
申
し
込
み
】市
ド
イ
ツ
館
ま
で
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
※
予
約
優
先　

先

着
20
人（
各
日
）

【
問
】市
ド
イ
ツ
館　
☎
６
８
９･

０
０
９
９

ド
イ
ツ
館
の
鉄
道
会 

※
入
場
無
料

　

会
場
に
た
く
さ
ん
の
鉄
道
模
型
が

や
っ
て
き
ま
す
。
鉄
道
模
型
運
転
会
、

こ
ど
も
鉄
道
に
乗
っ
て
鉄
道
を
も
っ
と

近
く
で
体
験
し
て
み
よ
う
。

【
と

き
】５
月
26
日（
土
）～
27
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
問
】市
ド
イ
ツ
館　

☎
６
８
９
・
０
０

９
９キ

ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し

尾
崎
素
子
遺
作
展

【
と

き
】５
月
９
日（
水
）午
前
９
時
30

分
～
13
日（
日
）午
後
４
時
ま
で

【
内

容
】日
展
入
選
作
品
、
東
光
展
入

選
作
品
、
小
作
品
を
30
～
35
点
展
示

【
問
】白
鳳
画
材
店 

☎
６
８
６・６
２
６
３

第
１
回
ま
な
す
え
里
帰
り
コ
ン
サ
ー
ト

【
と

き
】５
月
13
日（
日
）午
後
２
時
15

分
～
３
時
15
分
ご
ろ

【
内

容
】ピ
ア
ノ
と
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト

【
問
】鳴
門
セ
ン
タ
ー
街　
☎
６
８
５
・

３
５
４
３

図
書
館

こ
ど
も
の
読
書
週
間
パ
ネ
ル
展
示

～
絵
本
作
家　

い
せ 

ひ
で
こ
の
世
界
～

【
と

き
】５
月
30
日（
水
）ま
で

【
と
こ
ろ
】市
立
図
書
館
１
階
ロ
ビ
ー

５
月
の
休
館
日　
▼
３
日（
木･

祝
）▼

４
日（
金･

祝
）▼
５
日（
土･

祝
）▼
７
日 

（
月
）▼
14
日（
月
）▼
21
日（
月
）▼
28
日

（
月
）▼
31
日（
木･

館
内
整
理
日
） 

【
問
】市
立
図
書
館　
☎ 

６ 

８ 

５・０
２
５

５
／
FAX
６
８
６･

６
５
８
９

※
６
月
よ
り
新
着
本
の
貸
出
期
間
が
２

週
間
に
な
り
ま
す
。

新生児の親権者などに市指定ごみ袋を無償交付
　市では平成24年４月１日から、鳴門市に住所を有し、
出生届を提出した新生児（平成24年４月１日以降生ま
れ）の親権者などに、市指定ご
み袋「燃やせるごみ（大）」 （新生
児人数に100を乗じた枚数）を無
償交付しています。

【問】市クリーンセンター廃棄物
対策課　☎683・7573

なると観光ボランティアガイドと歩く
『鳴門の渡船と撫養街道散策』

　紀貫之ゆかりの土地・土佐泊を散策し、隠れた
人気の“鳴門の渡船”に乗船、その後かつて四国の
玄関口として栄えた『撫養街道』を歩きながら旧街
道に残る景色や町並みを観ます。また、鳴門市街
を一望できる『妙見山公園』にも登ります。

【と　　き】５月26日（土）
【コ　ー　ス】ＪＲ鳴門駅→〔路線バス〕→鳴門東小前
→潮明寺→小宰相の局の墓→〔鳴門の渡船〕→岡崎
海岸→撫養街道散策→妙見山→文明橋→JR鳴門駅

（午後４時頃解散予定） ※歩行距離約５㌔
【集合場所】JR鳴門駅（午後０時30分集合）
【参　加　費】路線バス代のみ必要（大人170円）
　　　　　※各自お支払いください。

【申　込　先】なると観光ボランティアガイド会事務局
（鳴門市観光協会内）
☎684・1731
※定員（20人）になり
　次第締め切ります。

がんばれ！ 徳島ヴォルティス
ポカリスエットスタジアムでのゲーム日程
５月３日（木・祝）16:00～対 松本山雅FC
５月６日（日）13:00～対 ロアッソ熊本
５月20日（日）13:00～対 ガイナーレ鳥取
６月１日（金）19:00～対 FC町田ゼルビア

【問】 徳島ヴォルティス　☎672･7339

徳島インディゴソックスを応援しよう！
（オロナミンＣ球場での試合日程）
●５月4日（金・祝） 13：00 ～ 対 愛媛マンダリンパイレーツ
入場料（当日券）  　高校生以上＝1,000円
　　　　　　　  　中学生以下＝500円
●５月８日（火）　    13：00 ～ 対 阪神タイガース（２軍）

 　入場無料

市指定ごみ袋を受けとる
大麻町の松浦さん
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BOAT RACE鳴門
【ボートレース鳴門開催】 ●5月3日（木 ･ 祝）～8日（火）第
22回日本モーターボート選手会会長杯 ●5月16日（水）～
20日（日）第42回サンケイスポーツ杯 ●5月24日（木）～29
日（火）GⅢ2012女子リーグ第8戦渦の女王決定戦
【場外発売】●5月16日（水）～17日（木）GⅠ福岡周年〔福岡〕 
●5月18日（金）～20日（日）オール女子〔びわこ〕 ●5月22日
（火）～27日（日）SG笹川賞〔浜名湖〕
【エディウィン鳴門】5月9日（水）は休館日です。
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文化会館駐車場のご案内
　5月10日（木）から次のとおり施錠・
解錠しますのでご注意下さい。
施錠時間　毎日　午後11時30分
解錠時間　平日　午前７時頃
　土、日、祭日　午前8時30分頃
※文化会館イベント開催日（駐車場制
限日）には、昼間も施錠する場合があ
ります。

【問】 市役所総務課　☎684・1125
　　 　夜間・休日　☎684・1111

5月の駐車制限日程
◆10日（木）8:00〜12:00
◆18日（金）8:00〜22:00
◆23日（水）8:00〜22:00
◆25日（金）9:00〜22:00

【問】 市文化会館
　　 ☎685・7088

まちづくり出前市長室
　市長が、市内の各地域を訪問し自
由な雰囲気の中で、市民の皆さんの
意見を聞かせていただくとともに、
市長の考え方や市の取り組みなどに
ついて話し合う「まちづくり出前市長
室」を順次、開催しています。
　地域ごとの課題などについて意見
交換を行います。多
くの方のご参加をお
待ちしています。

桑島地区
【と　き】 ５月26日(土)
　　　　 午後１時30分～３時30分

【ところ】 桑島老人憩いの家
【問】 市役所市民協働推進課
　　 ☎684･1189

鳴門市文化展
　市民の作品を多数展示します。また、特別
企画展「東海道と伊賀上野への道」も同時開催
します。お気軽にご来場ください。

【日　程】 5月19日（土）～21日（月）：洋画・版
画・切り絵・水彩画・俳画・写真・市民劇場、
5月23日(水）～25日（金）：日本画・書道・俳句・
短歌・川柳・絵手紙
※特別企画展は19日～25日（※22日を除く）

【時　間】 午前9時30分
～午後6時30分（※21日
･25日は午後5時まで）

【ところ】 キョーエイ鳴
門駅前店４階

協賛イベント名 開催日 時　間 場　所
鉄道写真展

「四国の特急列車写真展」
５/16
 ～27

9：30
～16：30

市 ド イ ツ 館
2階

愛おしいひととき（グリーン
ゲイブルズのお菓子と平岡
紙器の貼り箱）

５/16
～6/4

9：00
～17：00

風 待 ち の 丘
ル ン（北 灘）

俳優座公演「樫の木坂四姉
妹」（会員制） ５/23 18：30

開演 市 文 化 会 館

ドイツ館の鉄道会（見る・乗
る・学ぶ・運転するイベント）

５/26
 ～27

10：00
～16：00

市 ド イ ツ 館
1階

第6回鳴門市文化協会
チャリティー展 ５/27 10：00

～14：00
キ ョ ー エ イ
鳴門駅前店4階

なごみ合奏団第5回演奏会
（親子で楽しめるコンサート） ５/27 10：30

開演
老 人 福 祉
セ ン タ ー3階

大塚国際美術館 特別開館
～西洋アートを楽しむ一日～ ６/４ 9：30

～17：00
大 塚 国 際
美 術 館

ワルシャワフィル･コンサートマス
ターと村澤由利子によるピアノトリ
オ～システィーナ・ホールの夕べ～

６/５ 17：30
開演

大 塚 国 際
美 術 館

押し花サロン
花の舞グループ展

６/６
～18

9：00
～17：00

風 待 ち の 丘
ル ン（北 灘）

「鳴門市文化月間」協賛イベント
　市では、5月15日～6月14日を文化が開花する鳴門市文化月
間とし、さまざまなイベントを開催しています。期間中に市
内各地で行われる協賛イベントにぜひ足をお運びください。

第6回 鳴門市文化協会チャリティー展
【と　き】５月27日(日)午前10時～午後２時
【ところ】キョーエイ鳴門駅前店４階
【内　容】美術工芸作品の展示販売、日用品バ
ザー、手作り体験コーナー、お茶席、フラダ
ンス、鳴門小唄、日舞、琴、バレエなど

※詳細については市公式ウェブサイトをご覧ください。     
【問】市役所文化交流推進課　☎684･1214
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月第一土曜日市民課開設のお知らせ
【6月開庁日】６月２日（土） 午前8時30分～午後０時30分
【取り扱い業務】戸籍謄抄本、除籍謄抄本、住民票の写し、印鑑
登録証明書などの交付（住所の異動、印鑑登録などはできません
ので、ご注意ください。）
※７月７日の第一土曜日は、住基法改正による機器入替工事のた
め、市民課開設は行いません。
自動発行機休止のお知らせ
　７月７日（土）７月８日（日）は、機器入替工事のため、終
日休止します。
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☆県内の指定医療機関で１年間受けられます☆
　子宮頸がん・乳がんは女性特有の
病気です。２年に１度は子宮頸がん
検診・乳がん検診を必ず受け、早期
発見・早期治療に努めましょう。

【実施期間】平成25年３月31日まで
【実施場所】県内の指定医療機関
【対象者・自己負担金】以下の①②に該当される方
①鳴門市に住民登録をし、かつ対象年齢に達する女性
の方②平成23年4月1日から平成24年3月31日までに鳴
門市の実施する子宮頸がん検診・乳がん検診を受けて
いない方

がん種別 対象年齢 自己負担金
子  宮  頸
が ん 検 診

20歳以上（平成５年３月31日以
前に生まれた方） 1,300円

乳  が  ん
検　　 診

40歳以上（昭和48年３月31日以
前に生まれた方） 1,500円

【申し込み方法】
　電話または、 FAX・Eメール・市公式ウェブサイト内
の電子申請いずれかの方法で、住所・氏名・生年月日・
電話番号を明記し、 「市役所健康づくり課」までお申し
込みください。予約が必要な場合がありますので検診
を受診される際は、必ず事前に医療機関にお問い合わ
せください。

　最近、運動不足と感じること
はありませんか？体を鍛えなけ
ればと思うことはないですか？
そんな悩みを、貯筋で解消！！
　運動習慣のない方も、現在し
ている方も大歓迎です。みんな

で、一緒に楽しく筋力アップを目指してがんばりましょ
う（運動は、60歳代までの方に適した内容・強さです）。

【対　象】鳴門市にお住まいの20歳以上で、全日程に参
加できる方30人（新規参加者優先）
体操ができる服装、運動靴でお越しください。

受けよう！子宮頸がん検診・乳がん検診 「子ども手当」は平成24年４月から
　　「児童手当」に変わりました。

【集団検診種目】胃がん検診、肺がん検診、
大腸がん、骨粗しょう症検診

【対象者】以下のすべてに該当される方
○鳴門市に住民登録されている方
○平成25年３月31日を基準日として、40歳

以上の方（骨粗しょう症検診は30歳～70
歳の女性）

○骨粗しょう症検診を、平成23年４月１日
～平成24年３月31日に受けていない方
※骨粗しょう症検診の受付時間は午前10時
30分～11時
※検診日の10日前までに申し込みが必要です。

【集団がん検診日程】
場 　 所 実施日 受付時間
瀬 戸 公 民 館 ５月16日（水） ９:00～９:30
老人福祉センター ５月26日（土） ９:00～９:30
粟 田 漁 港 13:30～14:00※肺がんのみ
堀 江 公 民 館 ６月２日（土） ９:00～９:30
萩 原 集 会 所 ６月20日（水） ９:00～９:30
老人福祉センター ６月29日（金） ９:00～９:30
里 浦 集 会 所 13:30～14:00※肺がんのみ
老人福祉センター ７月９日（月） ９:00～９:30
大 津 中 央 公 民 館 13:30～14:00※肺がんのみ

詳しくは、広報なると４月号に掲載しています。不明な点は市役
所健康づくり課へお問い合わせください。

　「子ども手当」は平成24年４月から「児童手当」に変わ
りました。
　制度移行の前後で支給対象者や支給額が同一となる
ことから、平成24年３月までの子ども手当を受給され
ている方については、「児童手当」の認定があったものと
みなされますので、改めて認定請求を行う必要はなく、
４月分より児童手当を受給することができます。
　また、支給対象となる児童は中学校修了前までの児
童ですので、平成24年３月末で15歳の年度末を迎える
児童について、平成24年４月分より当該児童に係る手
当の支給が終了します。
　なお、平成24年４月以降に出生・転入などにより新
たに受給資格が発生した場合は、15日以内に申請手続き
にお越しいただければ、翌月からの支給となります。
　
公務員の方へ

【４月から公務員になった方】→公務員の児童手当は所
属官庁から支給されますので鳴門市での受給を終了す
る手続きが必要です。

【公務員から民間へ出向、もしくは公務員を退職された
方】→所属官庁からの児童手当の支給は終了し、鳴門市
から受給することになりますので、お早めに申請手続
きが必要です。
問 市役所子どもいきいき課　☎684・1146

田中俊夫先生による　貯筋クラブ～健康体操１・２・３!!～
【日　程】６月４日･18日、７月２日･23日、８月６日･20
日、９月10日･24日の月曜日午前９時30分～11時

【場　所】老人福祉センター３階大会議室
※講義・実技内容により、時間・場所は変更になるこ
　とがあります。
※６月4日、９月10日は、市民会館で行います。

【申し込み】官製はがき、FAX、Ｅメール、または鳴門
市公式ウェブサイト内の電子申請いずれかの方法で、
住所、氏名、年齢、電話番号を明記し、５月11日（金）
までに「市役所健康づくり課」までお申し込みください。

集団がん検診のご案内
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市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

お問い
合わせ

休　日　当　番　医
◎受診は救急患者に限られ、往診はできません。
◎平日・土曜日午後６時～11時まで
　日曜・祝日午前９時～午後11時までに
◎午後11時からは、かかりつけの医などをご利用ください。
◎休日当番医は予告なく変更されていることがあります。 

休日夜間当番医の問い合わせはテレホンガイド（☎685・
3322）へ。

担当医院 ところ 科 　目 電話番号
５月３日 かわの内科アレルギー科 立 岩 呼・内 ・ アレ 683･1355

４日 佐藤整形外科 南 浜 整   ・  リハ 685･6555
５日 原 田 医 院 大 谷 内・ 小・ 循 689･2108
６日 橋 本 医 院 吉 永 外・ 内・ 整 685･5211
13日 岩 朝 病 院 立 岩 内・外・泌（透析） 685･8855
20日 岡田整形外科 吉 永 整・リウ・リハ 685･3391
27日 南 海 病 院 土佐泊浦 精・ 神・ 内 687･0311

６月３日 原 田 内 科 矢 倉 消 ・ 内 ・ リハ 685･3351

５月５日（土）、６月２日（土）  8：30～12：30
お元気ＳＵＮROOM  土曜日の開所日

検 診 名 実 施 日 対 象 児 受付時間
３歳 児 健 診 ５月11日㈮ 平成20年11月生まれ 12：30～13：00
１歳６か月児健診 ５月17日㈭ 平成22年11月生まれ 12：30～13：00
９か月児健診 ５月10日㈭ 平成23年７月生まれ 12：２0～1２：４0
４か月児健診 ５月10日㈭ 平成23年12月生まれ 12：５0～13：１0
股 関 節
脱 臼 検 診 ５月18日㈮ 平成23年12月生まれ

平成24年３月生まれ 12：40～13：00

※９か月児健診、４か月児健診は合同となっています。

５月乳幼児健診の日程表
（老人福祉センター 3F）

国際助産師の日記念事業

ベビーマッサージ

徳島こども救急電話相談
　　（♯8000）のお知らせ

【と　　き】６月２日（土）　午後１時～３時
【と　こ　ろ】健康保険鳴門病院看護学校　体育館１階
【対　象　者】２～６か月の赤ちゃん（定員10人程度）
【持　参　品】バスタオル、おむつ、おしり拭き、赤ちゃ
んの飲み物（授乳可）

【参　加　費】無料
【主　　催】鳴門病院　助産師外来
【予約方法】平日の午後、産婦人科外来へ電話でご予
約ください。☎683・0011（代）
※注意事項　キャンセルされる場合はご連絡ください。
　次のようなときは参加を控えてください。 
　▶お母さん、お子さんどちら
　　かの体調が悪いとき（発熱、
　　嘔吐など）
　▶予防接種48時間以内
　▶不安な時はかかりつけ医に
　　相談してください

　夜間の急病時、「徳島こども救急電話相談（#8000）」
が利用できます。相談時間は、午後６時～翌朝８時まで
です。携帯電話の電話帳へ登録しておきましょう。

（IP電話、ダイヤル回線などをご利用の場合　☎088・
621・2365）
詳しくは、鳴門市公式ウェブサイトまたは、小児救急
ハンドブックをご覧ください。

※小児救急ハンドブック（アドレス:
http://www.city.naruto.tokushima
.jp/contents/bosihoken/handboo
k.pdf）

にんじんごはん  

 出展者 食から健康を考える自主クラブ
　　　  「クックなると」のメンバー

材　料  （2合分）

作り方
1. ニンジンは皮をむいて２㎝くらいの長さのせん切りにす

る。油揚げは２㎝くらいの長さの細切りにする。
2. 炊飯器に洗った米と、Aを入れて混ぜ、ニンジン、油

揚げ、ちりめんを加えて普通に炊く。
3. 炊きあがったら軽く混ぜ合わせて茶碗に盛り、いりごま

をふりかけ、木の芽をあしらう。

・

米 ……………………２合・

ニンジン …… 中１／２本・

油揚げ ………………１枚・

ちりめん ……… 大さじ５・

いりごま ……… 大さじ２・

木の芽 …………… 適宜
       だし汁 ……… ２カップ
       酒 …大さじ１・小さじ１
       塩 ………小さじ１／６
       薄口醤油 … 大さじ１

クラブのみなさんからのメッセージ
　ニンジンの色がきれいで甘みもあって、とても簡単
に作れます。

栄養士からのコメント
　ニンジンの、その鮮やかなオレンジ色の色素は「カロ
テン」です。体の中で「ビタミンＡ」に変わります。
にんじんには「カロテン」がたくさん含まれており、緑
黄色野菜の代表選手と言われています。
　また、「カロテン」は油に溶けやすい物質なので、油や
バターと一緒に調理すると味も吸収率も良くなります。
野菜炒めやきんぴらなどにするといいですね。
　柔らかくて甘みのあるおいしいニンジン、徳島の旬
の味をいろんな料理にして味わいましょう。

産地 地消 紹介レシピのおいしい

A｛

23 平成24年５月号23



利殖商法
Ｑ：知らないＡ社から突然出資を募るパンフレットが送られてきた。数日後、Ｂ社から「有望な
Ａ社の社債を探している。持っているなら２倍の金額で買い取りたい。」と電話があった。利益に
なると思いＡ社の社債を購入したが、その後、Ｂ社と連絡が取れなくなってしまった。
Ａ：このような劇場型勧誘のトラブルが増えています。このような場合、買い取りを提案する業

者とは連絡不能になり、買い取りが実行されることはありません。実体のない会社、事業に関する勧誘も確認さ
れています。また、過去に同様の被害に遭われた人に対して、「以前の損失を取り戻せる」などと被害の勧誘を持
ちかけて新たな勧誘をする「二次被害」も増加しています。
例：CO2排出権、新株引受権付社債、土地の権利（風力発電、鉱山資源譲渡権利）など

貴金属の強引な買取り
Ｑ：「宝飾品や時計を買い取る」と業者の訪問を受
けた。言われるがまま貴金属を渡してしまったが、
後から考えると買取り料金が安すぎる。返金する
ので返してほしい。
Ａ：業者の訪問を受けていますが、買取りの場合はクーリング・
オフができません。後になって「やめたい」と申し出ても「既に

処分した」と取り戻せないことがほとんどです。
買い取ってもらうつもりがない場合は、毅然と
断りましょう。

不当請求
Ｑ：利用した覚えのないサイトから、サイト利
用料金を請求する内容のメールが届いた。

Ａ：全く根拠のない架空請求が横行しています。入金がない場
合には、 「身辺調査を開始する」 「法的手段に出る」 「信用情報機
関に登録する」などの脅迫的な文言が書かれています。請求され
た内容について、不明な点があるなど、不安になった場合には、
相手に連絡したり料金を支払う前に、まず消費生活センターに
相談してください。
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一人で悩まないで
困ったときはここに相談！　　　　   　   相談ダイヤル686・3776（FAX兼用）    

鳴門市　消費生活センター

　鳴門市消費生活センターでは、市民の皆
さんからの消費生活に関する相談や苦情を
受け付け、その解決に向けた助言や情報提
供、関係機関への連絡を行っています。
　消費生活のトラブルは、クーリング・オ
フ（契約申込みの撤回手続き）の制度を利用
するなど、適切な対応をとることで被害を
最小限にとどめることができます。一人で
悩まず、お気軽にご相談ください。

【相談時間】 月～金（土･日･祝を除く）
　　　　　 午前９時30分～午後３時30分

相談無料

●鳴門郵便局

●四国銀行ガ
ソ
リ
ン
●

ス
タ
ン
ド

●消防署
撫
養
川

●市民会館
●鳴門市役所

●
鳴門税務署

● 鳴門市消費
生活センター

月〜金（土・日・祝を除く）
午前９時30分〜午後３時30分
土曜・日曜日は、
消費者ホットライン（0570−064−370）をご利用ください。
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